
沖
縄
県
反
発
、
対
抗
の
構
え

が
成
立
す
る
と
判
断
し
た
。

　

あ
お
り
運
転
は
事
故
現
場

直
前
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

で
乗
用
車
の
駐
車
方
法
を
注

意
さ
れ
て
逆
上
し
た
こ
と
が

発
端
。
判
決
は
「
常
軌
を
逸

し
て
お
り
、
強
固
な
意
志
に

基
づ
く
執
拗
な
犯
行
で
結
果

は
重
大
。
家
族
旅
行
の
帰
り

に
突
然
命
を
奪
わ
れ
た
無
念

は
察
す
る
に
余
り
あ
る
」
と

し
て
、
被
告
に
つ
い
て
「
真

摯
に
反
省
し
て
い
る
と
ま
で

は
言
え
な
い
」
と
し
た
。

　

一
方
で
、
高
速
道
路
上
で

停
車
さ
せ
た
速
度
ゼ
ロ
の
状

態
が
同
罪
の
構
成
要
件
の

「
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ

る
速
度
」
と
す
る
の
は
解
釈

上
無
理
が
あ
る
と
指
摘
。
停

　
【
共
同
】
政
府
は
１
４
日
、米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の
移
設
先
、

名
護
市
辺
野
古
沿
岸
部
で
土
砂
投
入
を
始
め
た
。
埋
め
立
て
が
本
格
化
し
、
原
状
回

復
は
困
難
に
な
っ
た
。
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
県
は
反
発
。
来
年
２
月
に
実
施
す

る
県
民
投
票
で
民
意
を
明
確
に
し
、
対
抗
す
る
構
え
だ
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
辺
野

古
沖
合
に
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
を
巡
り
、
将
来
的
に
知
事
権

限
を
行
使
す
る
考
え
も
示
し
た
。
日
米
両
政
府
に
よ
る
１
９
９
６
年
の
普
天
間
返
還

合
意
か
ら
２
２
年
を
経
て
、
移
設
問
題
は
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
。

政
府
、
埋
め
立
て
本
格
化

夫
婦
死
亡
事
故
、
横
浜
地
裁

辺野古に土砂投入
危
険
運
転
罪
の
成
立
認
定

東
名
あ
お
り
、
男
に
懲
役
１
８
年

文
大
統
領
、
個
人
請
求
権
明
言

元
徴
用
工
判
決
で
日
韓
議
連
に

賃
金
上
昇
な
い

の
は
「
感
性
」

麻
生
財
務
相

国
人
元
徴
用
工
ら
へ
の
賠
償

を
命
じ
た
一
連
の
韓
国
最
高

裁
判
決
を
巡
り
、
額
賀
氏
は

韓
国
政
府
と
し
て
適
切
な
措

置
を
取
る
よ
う
要
請
。
文
氏

は
「
個
人
請
求
権
は
消
滅
し

て
い
な
い
。
ど
う
解
決
す
る

仏
政
府
が
ル
ノ
ー
後
継
者
選
定

ト
ヨ
タ
副
社
長
も
候
補
と
報
道

東名高速道路のあおり運転事故の
判決公判で、傍聴券を求めて並ぶ人
たち＝１４日午前、横浜地裁前（共同）

中
国
、
１
５
年
半
ぶ
り
消
費
減
速

対
米
摩
擦
、
先
行
き
不
安

を
進
め
て
い
く
」
と
明
言
。

岩
屋
毅
防
衛
相
は
記
者
団
に

「
抑
止
力
を
維
持
し
つ
つ
沖

縄
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
辺
野
古
と
い
う
方
法

し
か
な
い
」
と
強
調
し
た
。

２
０
２
２
年
度
と
さ
れ
る
普

天
間
飛
行
場
返
還
は
達
成
困

難
と
の
認
識
も
示
し
た
。

　

土
砂
投
入
の
現
場
は
、
埋

め
立
て
予
定
海
域
南
側
の
護

岸
で
囲
ま
れ
た
約
６
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
区
域
。
午
前
９

時
ご
ろ
、
土
砂
を
積
ん
だ
運

搬
船
が
桟
橋
と
し
て
用
い
る

護
岸
に
接
岸
し
、
土
砂
を
ダ

ン
プ
カ
ー
に
積
み
替
え
、
午

前
１
１
時
ご
ろ
海
に
向
け
て

投
入
し
た
。
作
業
は
夕
方
ま

で
続
き
、
現
場
周
辺
に
は
早

朝
か
ら
反
対
派
の
市
民
ら
が

詰
め
か
け
、
抗
議
活
動
を
展

開
し
た
。

　

防
衛
省
の
計
画
で
は
、
埋

め
立
て
予
定
海
域
は
全
体
で

約
１
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
昨

年
４
月
に
第
１
段
階
と
し

　
【
共
同
】
麻
生
太
郎
財
務

相
は
１
４
日
の
閣
議
後
の
記

者
会
見
で
、
景
気
拡
大
期
間

が
高
度
成
長
期
の
「
い
ざ
な

ぎ
景
気
」
を
超
え
た
が
賃
金

が
上
が
っ
て
い
な
い
状
況
を

問
わ
れ
「
上
が
っ
て
い
な
い

と
感
じ
る
人
の
感
性
」
の
問

題
だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

個
人
差
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
賃

金
上
昇
が
物
価
に
追
い
つ
か

な
い
人
も
多
い
中
、
発
言
は

波
紋
を
呼
び
そ
う
だ
。

　

麻
生
氏
は
、
質
問
し
た
民

放
記
者
に
対
し
「
ど
の
く
ら

い
上
が
っ
た
ん
だ
ね
」
と

逆
質
問
。
記
者
が
ほ
と
ん
ど

上
が
っ
て
い
な
い
と
答
え
る

と
「
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
そ

う
い
う
書
き
方
に
な
る
ん
だ

よ
」
と
述
べ
た
。

　

麻
生
氏
は
「（
現
政
権
下

で
）
毎
月
、
毎
年
、
２
〜

３
％
近
く
ず
っ
と
上
が
っ
て

き
た
」
と
も
述
べ
た
。
厚
生

労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年

の
物
価
の
影
響
を
考
慮
し
た

実
質
賃
金
は
０
・
２
％
減
っ

て
お
り
、名
目
で
も
０
・４
％

し
か
上
が
っ
て
い
な
い
。

米軍普天間飛行場の移設工事で、沖縄県名護市辺野古
の沿岸部で始まった政府による埋め立て用土砂の投入作
業＝１４日午前１１時５２分（共同）

い
る
」と
政
府
を
批
判
。「
民

意
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
工

事
を
進
め
る
こ
と
は
、
法
治

国
家
や
民
主
主
義
国
家
で
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
」
と
も
語
っ
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
「
全
力
で
埋
め
立
て

　

玉
城
知
事
は
県
庁
で
記
者

会
見
し
「
県
の
要
求
を
一
顧

だ
に
せ
ず
、
土
砂
投
入
を
強

行
し
た
こ
と
に
激
し
い
憤
り

を
禁
じ
得
な
い
。
一
刻
も
早

く
工
事
を
進
め
て
既
成
事
実

を
積
み
重
ね
、
県
民
を
諦
め

さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て

　
【
北
京
共
同
】
中
国
国
家

統
計
局
は
１
４
日
、
１
１

月
の
消
費
動
向
を
示
す
小

売
売
上
高
が
前
年
同
月
比

８
・
１
％
増
だ
っ
た
と
発
表

し
た
。
伸
び
率
は
１
０
月

か
ら
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
、２
０
０
３
年
５
月
（
４
・

３
％
）
以
来
１
５
年
半
ぶ
り

の
低
い
水
準
。
経
済
成
長
の

け
ん
引
役
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
た
消
費
の
減
速
が
鮮
明

と
な
っ
て
き
た
。
米
中
貿
易

摩
擦
に
よ
る
先
行
き
不
安
が

し
た
。

　

事
故
は
あ
お
り
運
転
が
社

会
問
題
化
す
る
契
機
と
な

り
、
判
断
が
注
目
さ
れ
て
い

た
。深
沢
茂
之
裁
判
長
は「
４

度
の
妨
害
運
転
後
に
停
止
さ

せ
た
の
は
密
接
に
関
連
し
た

行
為
と
い
え
る
。
死
傷
の
結

果
は
妨
害
運
転
に
よ
っ
て
現

実
化
し
た
」
と
述
べ
、
被
告

の
あ
お
り
運
転
と
夫
婦
の
死

亡
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
認

定
し
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪

　
【
共
同
】
神
奈
川
県
大
井

町
の
東
名
高
速
道
路
で
昨
年

６
月
、
あ
お
り
運
転
を
受
け

無
理
や
り
停
車
さ
せ
ら
れ
た

夫
婦
が
後
続
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
に
追
突
さ
れ
死
亡
し
た
事

故
の
裁
判
員
裁
判
で
、
横
浜

地
裁
は
１
４
日
、
自
動
車
運

転
処
罰
法
違
反
（
危
険
運
転

致
死
傷
）
罪
な
ど
に
問
わ
れ

た
石
橋
和
歩
被
告
（
２
６
）

に
懲
役
１
８
年
（
求
刑
懲
役

２
３
年
）
の
判
決
を
言
い
渡

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
超
党
派

の
日
韓
議
員
連
盟
（
会
長
・

額
賀
福
志
郎
元
財
務
相
）
の

代
表
団
は
１
４
日
、
韓
国
の

文
在
寅
大
統
領
と
ソ
ウ
ル
の

青
瓦
台
（
大
統
領
官
邸
）
で

会
談
し
た
。
日
本
企
業
に
韓

討
ち
入
り
装

束
で
勇
壮
に

兵
庫
・
赤
穂
、
義
士
行
列

車
状
態
で
大
き
な
事
故
が
生

じ
た
り
、
事
故
の
回
避
が
困

難
に
な
っ
た
り
す
る
と
は
認

め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

　

危
険
運
転
の
罪
を
認
定
し

た
た
め
、
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
の
予
備
的
訴
因
と
し

て
検
察
側
が
起
訴
し
て
い
た

監
禁
致
死
傷
罪
の
成
否
に
つ

い
て
は
判
断
し
な
か
っ
た
。

　

審
理
で
検
察
側
は
高
速
道

路
で
は
停
車
し
て
速
度
が
ゼ

ロ
の
状
態
も
該
当
す
る
と
主

張
。
あ
お
り
運
転
と
死
亡
事

故
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
と

し
た
。
弁
護
側
は
あ
お
り
運

転
か
ら
事
故
に
至
る
過
程
の

東名高速道路のあおり運転事故の判決公
判で、傍聴券を求めて並ぶ人たち＝１４日
午前、横浜地裁前（共同）

　
【
パ
リ
共
同
】
フ
ラ
ン
ス

東
部
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
中
心

部
の
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
市
場
）
近
く
で
１
１
日

起
き
た
銃
撃
テ
ロ
で
、
カ
ス

タ
ネ
ー
ル
内
相
は
１
３
日
、

逃
走
し
て
い
た
シ
ェ
リ
フ
・

シ
ェ
カ
ッ
ト
容
疑
者（
２
９
）

を
警
察
が
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

で
射
殺
し
た
と
発
表
し
た
。

　

カ
ス
タ
ネ
ー
ル
氏
に
よ
る

と
１
３
日
午
後
９
時
（
日
本

時
間
１
４
日
午
前
５
時
）
ご

ろ
、
中
心
部
か
ら
南
へ
約
２

キ
ロ
の
ヌ
ー
ド
ル
フ
地
区
で

容
疑
者
と
み
ら
れ
る
男
が
歩

い
て
い
る
の
を
警
官
３
人
が

発
見
。
拘
束
し
よ
う
と
し
た

際
に
発
砲
し
た
た
め
反
撃
し

た
。

　

当
局
は
テ
ロ
後
、
同
地
区

で
容
疑
者
の
行
方
を
見
失
っ

て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
１
３
日
午

後
、
容
疑
者
に
似
た
男
を
見

た
と
の
通
報
が
警
察
に
あ
っ

た
。

事
実
関
係
を
認
め
た
上
で
、

法
に
規
定
が
な
い
停
車
後
の

事
故
に
危
険
運
転
の
罪
は
適

用
で
き
な
い
と
反
論
。
監
禁

致
死
傷
罪
も
夫
婦
の
車
を
現

場
に
留
め
置
い
た
時
間
が
短

く
、
監
禁
の
意
図
が
な
か
っ

た
た
め
成
立
し
な
い
と
し

た
。

　

判
決
に
よ
る
と
、
石
橋
被

告
は
昨
年
６
月
５
日
夜
、
静

岡
市
の
萩
山
嘉
久
さ
ん
＝
当

時
（
４
５
）
＝
一
家
の
ワ
ゴ

ン
車
に
妨
害
行
為
を
繰
り
返

し
て
追
い
越
し
車
線
上
で
停

車
さ
せ
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
追
突
で
、
萩
山
さ
ん
と

妻
友
香
さ
ん
＝
当
時（
３
９
）

＝
を
死
亡
さ
せ
、
同
乗
の
娘

２
人
に
け
が
を
さ
せ
た
。

か
両
政
府
で
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
関
係

者
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

額
賀
氏
は
１
９
６
５
年
に

締
結
し
た
日
韓
請
求
権
協
定

に
従
っ
て
対
応
す
る
よ
う
求

め
た
。
文
氏
は
「
司
法
判
決

は
三
権
分
立
の
中
で
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
。「
未
来
志
向
の
日
韓
関

係
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
政

府
内
部
で
協
議
し
て
い
る
」

と
も
語
っ
た
。

　

双
方
は
、
朝
鮮
半
島
の
非

核
化
実
現
へ
日
韓
両
国
と
米

国
が
連
携
す
る
こ
と
で
は

一
致
。
文
氏
は
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
に
関
し

「
い
ず
れ
日
朝
で
会
談
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
」
と
し

た
。

　

日
韓
議
連
は
こ
れ
に
先
立

ち
、
韓
国
の
李
洛
淵
首
相
と

も
面
会
。
李
氏
は
元
徴
用

工
判
決
を
巡
り
、
両
国
関
係

の
悪
化
を
避
け
る
観
点
か
ら

「
韓
国
政
府
と
し
て
最
大
限

努
力
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

　

日
韓
議
連
は
こ
の
後
、
韓

て
、
施
設
の
外
枠
と
な
る
護

岸
の
造
成
に
着
手
し
た
。
当

初
は
埋
め
立
て
に
要
す
る
期

影
響
を
与
え
て
い
る
も
よ
う

だ
。

　

１
７
年
の
経
済
成
長
率
で

見
る
と
、
消
費
の
貢
献
度
は

５
８
・
８
％
に
上
る
。
中
国

は
投
資
に
依
存
す
る
成
長
か

ら
消
費
主
導
の
経
済
へ
構
造

転
換
を
図
っ
て
お
り
、
個
人

消
費
の
低
迷
は
習
近
平
指
導

部
が
重
視
す
る
経
済
成
長
に

影
を
落
と
し
そ
う
だ
。

　

１
１
月
は
工
業
生
産
の
伸

び
も
鈍
化
し
、前
月
よ
り
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
低
い
５
・
４
％

　
【
共
同
】
赤
穂
浪
士
が
吉

良
上
野
介
邸
に
討
ち
入
っ
た

日
に
当
た
る
１
４
日
、
兵
庫

県
赤
穂
市
で「
赤
穂
義
士
祭
」

間
は
計
５
年
と
し
て
い
た

が
、
工
事
手
順
の
変
更
な
ど

に
よ
り
ず
れ
込
む
公
算
が
大

き
い
。

　

辺
野
古
沖
合
の
地
盤
に
関

し
、
玉
城
氏
は
反
対
派
の

集
会
に
「（
知
事
の
許
可
を

要
す
る
）
軟
弱
地
盤
へ
の
対

応
が
必
要
で
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
の
完
成
は
見
通
せ
な

い
」
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
。

国
側
の
韓
日
議
連
（
姜
昌
一

会
長
）
と
合
同
総
会
を
開

催
。
安
倍
晋
三
首
相
は
恒
例

の
祝
辞
を
寄
せ
な
か
っ
た
。

開
会
式
で
額
賀
氏
は
「
懸
案

に
真
摯
に
向
き
合
い
、
互
い

に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
新

た
な
日
韓
関
係
の
レ
ー
ル
を

敷
こ
う
」
と
未
来
志
向
の
関

係
強
化
を
呼
び
掛
け
た
。
姜

氏
は
司
法
判
断
を
尊
重
す
る

重
要
性
を
強
調
し
「
必
要
な

の
は
勇
気
と
知
恵
だ
。
過
去

を
直
視
し
、
歴
史
を
恐
れ
る

真
の
勇
気
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

　

過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム

国
」（
Ｉ
Ｓ
）
は
１
３
日
、

系
列
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
を
通

じ
、
事
件
は
「
Ｉ
Ｓ
の
兵

士
が
実
行
し
た
」
と
す
る
事

実
上
の
犯
行
声
明
を
発
表
し

た
。
信
ぴ
ょ
う
性
は
不
明
。

　

１
２
日
か
ら
営
業
を
休
止

し
て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
１
４
日
か
ら
の
再

開
が
決
ま
っ
た
。

　

事
件
は
１
１
日
夜
、
容
疑

者
と
み
ら
れ
る
男
が
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
近
く
の
繁

華
街
を
移
動
し
な
が
ら
銃
撃

や
刃
物
で
通
行
人
ら
を
次
々

と
襲
撃
。
３
人
が
死
亡
、
１

人
が
脳
死
状
態
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
１
２
人
が
負
傷
し

た
。

　

シ
ェ
カ
ッ
ト
容
疑
者
は
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
生
ま
れ
の
フ

ラ
ン
ス
人
。
検
察
当
局
は
、

犯
行
時
に
「
ア
ラ
ー
・
ア
ク

バ
ル
（
神
は
偉
大
な
り
）」

と
叫
ん
だ
と
の
証
言
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
と
の
認

識
を
示
し
て
い
た
。
警
察
は

１
２
日
に
容
疑
者
の
顔
写
真

や
名
前
を
公
開
し
、
市
民
に

情
報
提
供
を
要
請
。
警
官
や

憲
兵
計
７
０
０
人
以
上
が
行

方
を
追
っ
て
い
た
。

エ
・
ル
ロ
ワ
副
社
長
ら
が
候

補
に
浮
上
し
て
い
る
も
よ
う

だ
。

　

ル
ノ
ー
は
１
３
日
の
取
締

役
会
で
、
不
正
を
認
定
す
る

十
分
な
情
報
が
な
い
と
し
て

ゴ
ー
ン
容
疑
者
の
解
任
を
見

送
っ
た
が
、
複
数
の
取
締
役

か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た

と
い
う
。
企
業
連
合
を
組
む

日
産
自
動
車
と
三
菱
自
動
車

増
だ
っ
た
。

　

一
方
、
１
〜
１
１
月
の
固

定
資
産
投
資
は
前
年
同
期
比

５
・
９
％
増
だ
っ
た
。
伸
び

率
は
１
〜
１
０
月
と
比
べ
て

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
拡
大
。
政

府
は
景
気
減
速
に
対
応
す
る

た
め
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
な
ど

の
対
策
を
強
化
し
て
お
り
、

そ
の
効
果
が
出
始
め
た
と
み

ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
公
共
事
業
の
主

な
受
け
皿
と
な
る
国
有
企

業
は
２
・
３
％
増
加
し
、
１

〜
１
０
月
よ
り
０
・
５
ポ
イ

ン
ト
拡
大
し
た
。
民
間
企
業

は
０
・１
ポ
イ
ン
ト
低
い
８
・

７
％
増
。
不
動
産
開
発
投

資
は
横
ば
い
の
９
・
７
％
増

だ
っ
た
。

　

統
計
局
の
毛
盛
勇
報
道
官

は
記
者
会
見
で
「
外
部
環
境

が
さ
ら
に
厳
し
く
、
複
雑
に

な
っ
て
お
り
、
不
確
実
性
が

増
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
米

中
貿
易
摩
擦
の
長
期
化
を
念

頭
に
「（
景
気
の
）
下
押
し

圧
力
」
が
強
ま
っ
て
い
る
と

認
め
た
。

は
す
で
に
同
容
疑
者
の
会
長

職
を
解
い
て
お
り
、
ル
ノ
ー

も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
格

好
だ
。

　

ル
ロ
ワ
氏
は
１
９
９
８

年
に
ト
ヨ
タ
へ
入
社
し
、

２
０
１
５
年
に
は
ト
ヨ
タ

初
の
外
国
人
副
社
長
と
な
っ

た
。
ロ
イ
タ
ー
の
取
材
に
対

し
、
ル
ロ
ワ
氏
は
「
臆
測
に

は
コ
メ
ン
ト
し
な
い
。
ト
ヨ

タ
で
の
仕
事
に
１
０
０
％
集

中
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ロ
イ
タ
ー
に
よ
る
と
、

１
３
日
の
会
合
で
は
、
ブ

レ
ア
元
英
首
相
の
妻
シ
ェ

リ
ー
・
ブ
レ
ア
氏
ら
複
数
の

取
締
役
が
ゴ
ー
ン
容
疑
者
を

解
任
し
な
い
こ
と
に
不
満
を

表
明
。
関
係
者
に
よ
る
と
、

シ
ェ
リ
ー
氏
は
同
容
疑
者
を

今
後
も
ず
っ
と
会
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
職
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
述
べ
た
と
い

う
。

　

ル
ノ
ー
は
現
在
、
テ
ィ
エ

リ
ー
・
ボ
ロ
レ
氏
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ

代
理
に
就
き
、
事
実
上
の

ト
ッ
プ
と
し
て
経
営
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

ロ
イ
タ
ー
通
信
は
１
３
日
、

フ
ラ
ン
ス
自
動
車
大
手
ル

ノ
ー
の
筆
頭
株
主
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
政
府
が
、
同
社
の
会

長
兼
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）を
務
め
る
カ
ル
ロ
ス
・

ゴ
ー
ン
容
疑
者
の
後
継
者
選

定
に
入
っ
た
と
報
じ
た
。
ル

ノ
ー
勤
務
の
経
験
を
持
つ
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
デ
ィ
デ
ィ

仏
銃
撃
テ
ロ
の
容
疑
者
射
殺

逃
走
中
、
警
官
に
発
砲

ん
が
打
ち
鳴
ら
す
陣
太
鼓
の

音
に
合
わ
せ
て
約
１
キ
ロ
を

進
ん
だ
。
沿
道
に
詰
め
掛
け

た
市
民
が
声
援
を
送
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
太
鼓
の
ば
ち
を

振
る
な
ど
し
て
笑
顔
で
応
じ

た
。

　

義
士
行
列
に
参
加
し
た
県

立
赤
穂
高
２
年
の
池
上
連
さ

ん
（
１
７
）
は
「
幼
い
頃

か
ら
赤
穂
浪
士
が
憧
れ
だ
っ

た
。最
年
少
役
だ
っ
た
の
で
、

元
気
よ
く
歩
い
た
」
と
達
成

感
を
に
じ
ま
せ
た
。

が
開
か
れ
た
。
大
石
内
蔵
助
げ
る
場
面
を
再
現
。
高
橋
さ

役
を
務
め
た
俳

優
の
高
橋
英
樹

さ
ん
（
７
４
）

を
先
頭
に
、

四
十
七
士
が
列

を
な
し
市
内
を

勇
壮
に
練
り
歩

い
た
。

　

黒
い
羽
織
に

刀
を
携
え
た
討

ち
入
り
装
束
の

一
行
は
、
吉
良

邸
か
ら
引
き
揚
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優
先
課
題
は「
医
療
」と「
雇
用
」

か
ら
企
て
ら
れ
て
い
た
も
の

だ
」
と
し
て
、
あ
の
事
件
は

軍
に
対
す
る
挑
発
行
為
で
は

な
い
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

同
局
長
に
よ
る
と
、
マ

リ
エ
ー
レ
氏
殺
害
計
画
は

２
０
１
７
年
末
か
ら
既
に
存

在
し
て
い
た
と
い
う
。
計
画

立
案
は
、
リ
オ
西
部
で
利
権

を
得
て
い
た
人
た
ち
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
と
い
う
。
彼
ら

は
、
マ
リ
エ
ー
レ
氏
が
当
該

地
域
の
住
民
た
ち
に
と
っ

て
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を

疎
ま
し
く
思
い
、
こ
れ
ま
で

の
権
益
が
得
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
を
恐
れ
て
い
た
と
い

う
。

　
「
利
権
を
得
て
い
た
人
た

ち
」
の
中
身
は
様
々
で
、
既

に
７
月
に
殺
害
容
疑
者
の
一

味
と
し
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る

ア
ラ
ン
・
デ
・
モ
ウ
ラ
・
ノ

ゲ
イ
ラ
容
疑
者
は
軍
警
、
ル

イ
ス
・
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・
フ
ェ

レ
イ
ラ
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
容
疑

　

伯
国
世
論
調
査・統
計
機
関（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｐ
ｅ
）は
１
３
日
、伯
人
の
４
人
に
３
人
は
、

「
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
と
政
権
移
行
チ
ー
ム
は
こ
こ
ま
で
、
正

し
い
道
を
歩
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
と
１
４
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

上
る
不
審
な
金
の
動
き
を
巡

る
疑
惑
や
、妻
ミ
シ
ェ
ッ
レ
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
宛
の
小
切
手

疑
惑
の
影
響
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。

　
「
次
期
政
権
の
優
先
課
題

は
何
か
」
の
問
い
に
は
、「
公

共
医
療
の
質
の
改
善
」と「
雇

用
創
出
」
の
答
え
が
多
く
、

「
次
期
政
権
が
直
面
す
る
主

要
な
問
題
は
」
と
の
問
い
で

も
、
二
つ
の
テ
ー
マ
は
上
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

　
「
次
期
大
統
領
が
唱
え
た

政
策
で
思
い
だ
す
も
の
は
」

と
の
問
い
に
は
、
１
２
％
が

「
社
会
保
障
制
度
改
革
」
と

答
え
、
９
％
が
「
銃
規
制
緩

和
」、９
％
が
「
汚
職
撲
滅
」、

７
％
が
「
法
的
責
任
年
齢
引

き
下
げ
」、
７
％
が
「
蔓
延

す
る
暴
力
の
撲
滅
」、
６
％

が
「
省
庁
統
合
、
削
減
」
を

挙
げ
た
。

　

本
来
の
支
持
層
と
「
選
ば

れ
た
以
上
は
支
持
（
期
待
）

　

１
３
日
、
大
聖
市
圏
Ａ
Ｂ

Ｃ
地
区
の
マ
ウ
ア
ー
で
、
市

長
の
ア
チ
ラ
・
ジ
ャ
コ
ム
ッ

シ
容
疑
者
が
同
市
元
局
長
ら

と
贈
収
賄
工
作
を
行
っ
た
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
同
容
疑

者
は
５
月
に
も
逮
捕
さ
れ
て

い
る
が
、
後
任
の
市
長
代
理

す
る
」
人
が
合
わ
さ
り
、
高

い
期
待
値
が
出
た
が
、
次
期

大
統
領
や
次
期
閣
僚
の
言
動

に
は
国
内
外
か
ら
疑
問
の
声

も
多
い
。

　

農
村
系
議
員
へ
の
配
慮
の

た
め
、
環
境
保
護
問
題
に
取

り
組
む
意
識
は
低
く
、
現
政

権
が
進
め
て
い
た
来
年
の
国

際
環
境
会
議
招
致
を
止
め
さ

せ
た
上
、
地
球
温
暖
化
抑
制

を
目
的
と
し
た
パ
リ
協
定
か

ら
の
離
脱
も
再
度
、
示
唆
し

た
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ

ク
ロ
ン
首
相
は
、「
南
米
共

同
市
場
（
メ
ル
コ
ス
ル
）
と

Ｅ
Ｕ
間
の
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
は
伯
国
が

パ
リ
協
定
を
遵
守
す
る
こ
と

が
条
件
」
と
語
っ
て
お
り
、

高
収
入
層
ほ
ど
支
持
高
く

者
は
元
消
防
隊
員
だ
。

　

ま
た
、
リ
オ
市
議
の
マ
ル

セ
ロ
・
シ
シ
リ
ア
ー
ノ
氏（
人

道
社
会
党
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
も
、

事
件
発
生
直
後
か
ら
関
与
を

疑
わ
れ
て
お
り
、
１
４
日
午

前
中
も
、
リ
オ
市
警
と
リ
オ

検
察
局
が
、
リ
オ
市
西
部
の

バ
ー
ラ
・
ダ
・
チ
ジ
ュ
ッ
カ

に
あ
る
同
氏
の
自
宅
の
家
宅

捜
索
を
行
っ
た
上
、
シ
シ
リ

ア
ー
ノ
氏
も
事
情
聴
取
に
応

じ
た
。

　

１
４
日
の
動
き
は
、
１
３

日
に
行
わ
れ
た
、
リ
オ
州
内

４
市
と
ミ
ナ
ス
州
の
ジ
ュ
イ

ス
・
デ
・
フ
ォ
ー
ラ
市
で
行

わ
れ
た
市
警
の
特
別
作
戦
に

に
な
っ
て
き
た
。
１
４
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

ヌ
ー
ネ
ス
局
長
は
、
リ
オ

州
の
治
安
部
門
に
関
す
る
直

接
統
治
令
発
令
後
の
２
月

２
７
日
に
、
現
在
の
任
務
に

つ
い
た
。

　

だ
が
、
マ
リ
エ
ー
レ
氏
殺

害
事
件
に
関
し
て
は
、
エ
ス

タ
ー
ド
紙
取
材
陣
に
「
あ
れ

は
我
々
が
任
務
に
つ
く
以
前

　

今
年
３
月
１
４
日
に
起
き

た
、
リ
オ
市
議
（
当
時
）
の

マ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ラ
ン
コ
氏

（
社
会
主
義
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
）
と
運
転
手
の
ア
ン
デ

ル
ソ
ン
・
ゴ
メ
ス
氏
の
殺
害

事
件
に
関
し
、
リ
オ
州
保
安

局
長
の
リ
シ
ャ
ル
ジ
・
ヌ
ー

ネ
ス
氏
が
、「
ミ
リ
シ
ア
（
犯

罪
者
に
よ
る
民
兵
組
織
）
が

２
０
１
７
年
か
ら
計
画
し
て

い
た
こ
と
だ
っ
た
」
と
明

か
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
の
件
に
関
す
る
捜
査
か

ら
、
新
た
な
動
き
が
明
ら
か

疑
惑
の
政
治
家
に
家
宅
捜
査
も

伯
国
企
業
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
を
断
罪

フ
レ
イ
シ
ョ
も
命
狙
わ
れ
る

次
ぐ
も
の
だ
。

　

他
方
、
１
２
日
に
警
察
は
、

マ
リ
エ
ー
レ
氏
が
補
佐
し
て

い
た
同
党
の
リ
オ
州
議
、
マ

ル
セ
ロ
・
フ
レ
イ
シ
ョ
氏
に
、

同
氏
に
対
す
る
暗
殺
計
画
が

あ
る
と
警
告
し
た
。
そ
の

計
画
は
、
フ
レ
イ
シ
ョ
氏
が

１
５
日
に
私
立
教
員
組
合
で

Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
関
係
者
と
行
う
予

定
だ
っ
た
会
合
を
狙
っ
て
い

た
も
の
で
、
警
察
な
ど
か
ら

の
通
達
を
受
け
、
会
合
は
中

止
さ
れ
た
。

　

ヌ
ー
ネ
ス
局
長
は
、
任
期

中
（
１
２
月
３
１
日
ま
で
）

に
マ
リ
エ
ー
レ
氏
の
殺
害
指

示
者
や
殺
害
犯
を
逮
捕
で
き

る
か
と
の
質
問
に
は
、「
自

分
の
一
存
で
は
決
ま
ら
な

い
」と
答
え
た
。
さ
ら
に
、「
容

疑
者
は
既
に
殺
さ
れ
て
い
る

か
」
と
の
問
い
に
は
、「
そ

の
可
能
性
は
十
分
あ
り
え

る
」
と
答
え
て
い
る
。

７
５
％
で
、
次
期
政
権
は

誤
っ
た
道
を
進
ん
で
い
る
と

答
え
た
の
は
１
４
％
、
分
か

ら
な
い
、
答
え
た
く
な
い
が

１
１
％
だ
っ
た
。

　

世
帯
収
入
が
法
定
最
低
賃

金
の
９
５
４
レ
ア
ル
に
届
か

な
い
層
で
は
、「
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
次
期
大
統
領
は
よ
い
方
向

に
進
ん
で
い
る
」
と
答
え
た

人
の
割
合
は
７
０
％
。
世
帯

収
入
が
法
定
最
低
賃
金
の
５

倍
、
４
７
７
０
レ
以
上
の
層

で
は
８
２
％
だ
っ
た
。

　

調
査
で
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政

権
へ
の
期
待
度
も
問
わ
れ
、

「
非
常
に
良
い
」
２
５
％
、

「
良
い
」
３
９
％
、「
普
通
」

１
８
％
、「
悪
い
」
４
％
、「
非

常
に
最
い
」
１
０
％
、「
わ

か
ら
な
い
」
４
％
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
調
査
は
１
２
月

２
日
で
終
わ
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
後
に
発
覚
し
た
、

長
男
の
フ
ラ
ビ
オ
氏
の
元
運

転
手
を
巡
る
１
２
０
万
レ
に

生前のマリエーレ氏
（Renan Olaz/Camara municipal Do Rio）

ボウソナロ次期大統領（Jose Cruz / Agencia Brasil）

コロンビア

ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相

も
、「
協
定
締
結
ま
で
の
時

間
は
残
り
わ
ず
か
だ
。
伯
国

が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
に
な
れ

ば
、
さ
ら
に
難
し
く
な
る
だ

ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

が
財
政
破
綻
を
起
こ
し
た
た

め
に
、
か
ろ
う
じ
て
市
長
の

ク
ビ
が
つ
な
が
っ
て
い
た
。

警
察
に
よ
る
と
、
同
市
長
ら

は
市
内
の
学
校
の
給
食
や

制
服
を
め
ぐ
り
、
九
つ
の
企

業
と
不
正
契
約
を
行
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
２
３
人
の
市

議
の
内
、
２
２
人
に
収
賄
の

疑
惑
が
あ
る
と
い
う
。
市
民

の
側
は
、
汚
職
が
そ
こ
ま
で

進
ん
で
い
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う

が
、
逆
に
疑
惑
に
上
が
ら
な

か
っ
た
１
人
の
議
員
が
気
に

な
る
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
そ

の
正
直
な
市
議
に
市
長
を
代

行
し
て
も
ら
っ
て
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

伯
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の

と
こ
ろ
、
連
日
の
よ
う
に
次

期
大
統
領
の
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
の
元
運
転
手
ケ
イ
ロ
ス

氏
を
巡
る
疑
惑
を
報
じ
て
い

る
が
、同
件
で
「
幽
霊
職
員
」

の
疑
惑
が
高
ま
っ
て
い
る
ケ

イ
ロ
ス
氏
の
娘
、
ナ
タ
リ
ア

氏
に
も
注
目
が
集
ま
り
は
じ

め
た
。
ナ
タ
リ
ア
氏
は
芸
能

人
を
顧
客
に
持
つ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
で
、
人
気
女
優
ブ

ル
ー
ナ
・
マ
ル
ケ
ジ
ー
ネ

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
写
真

な
ど
に
も
写
っ
て
い
る
。
通

常
の
勤
務
時
間
帯
に
顧
客
に

対
応
し
て
い
た
こ
と
も
判
明

し
、
疑
惑
を
追
及
さ
れ
る
の

は
必
至
だ
が
、
ど
う
す
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
の
サ
ッ

カ
ー
。今
は
補
強
の
時
だ
が
、

サ
ン
ト
ス
は
１
３
日
、
新
監

督
と
し
て
ホ
ル
へ
・
サ
ン
パ

オ
リ
氏
と
今
日
１
５
日
に
正

式
契
約
と
発
表
し
た
。
同
氏

は
チ
リ
代
表
や
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
代
表
を
率
い
、
ス
ペ
イ
ン

の
名
門
セ
ヴ
ィ
ー
ジ
ャ
で
指

揮
を
執
っ
た
経
験
も
あ
る
、

世
界
的
に
有
名
な
指
導
者
。

有
望
な
若
手
が
多
い
サ
ン
ト

ス
だ
け
に
楽
し
み
だ
。

　

ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は

１
３
日
、
国
内
航
空
会
社
へ

の
外
国
資
本
参
入
比
率
制
限

を
撤
廃
す
る
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）

を
出
し
た
と
、
１
３
、１
４

日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

現
行
法
で
は
、
伯
国
内
の

航
空
会
社
の
議
決
権
付
株
式

の
８
０
％
は
、
伯
国
資
本
が

所
持
し
て
い
な
く
て
は
な
ら

ず
、
外
国
資
本
の
参
入
比
率

は
２
０
％
が
上
限
と
さ
れ
て

い
た
。

　
エ
リ
ゼ
ウ
・
パ
ジ
ー
リ
ャ
官

房
長
官
は
、
こ
れ
か
ら
は
伯

国
の
航
空
会
社
の
資
本
比
率

は
一
切
問
わ
れ
な
い
と
し
た
。

「
伯
国
の
航
空
会
社
」
の
定

義
は
、
伯
国
内
に
本
社
が
あ

る
事
、
伯
国
法
に
従
っ
て
い

る
事
の
み
と
な
る
。

　

同
官
房
長
官
は
、「
こ
れ

か
ら
は
、
伯
国
航
空
会
社
は

１
０
０
％
国
外
資
本
で
も
構

わ
な
い
。
同
じ
事
は
電
話
会

社
で
も
起
こ
っ
て
い
る
」
と
し

た
。

　

Ｍ
Ｐ
は
、
最
大
１
２
０
日

以
内
に
議
会
の
承
認
を
得
る

事
が
必
要
で
、
承
認
の
な
い

ま
ま
に
期
日
を
過
ぎ
る
と
失

効
す
る
が
、
今
年
の
連
邦
議

会
は
１
２
月
２
３
日
で
休
会

と
な
り
、
来
年
２
月
ま
で
再

開
し
な
い
た
め
、
承
認
ま
で

の
期
限
も
延
長
さ
れ
る
。

　

パ
ジ
ー
リ
ャ
官
房
長
官
は
、

Ｍ
Ｐ
を
出
す
た
め
に
、
パ
ウ

ロ
・
ゲ
デ
ス
次
期
経
済
相
と

も
協
議
し
た
事
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
こ
の
Ｍ
Ｐ
は
、

ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
社
が
民
事
再

生
適
用
申
請
を
出
し
た
２
日

後
に
出
さ
れ
た
が
、
パ
ジ
ー

リ
ャ
官
房
長
官
は
、
同
社
の

件
と
暫
定
令
に
直
接
の
関
係

は
な
い
と
し
た
。
ア
ヴ
ィ
ア
ン

カ
社
も
Ｍ
Ｐ
に
関
す
る
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
て
い
な
い
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
司
法
当
局

が
１
３
日
、
伯
国
の
多
国
籍

企
業
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
（
以

下
Ｏ
社
）に
８
千
億
ペ
ソ（
約

２
億
５
１
０
０
万
ド
ル
）
の

罰
金
を
科
し
た
上
、
公
共
事

業
の
受
注
を
１
０
年
間
禁
じ

た
と
１
４
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
報
じ

た
。

　
こ
の
措
置
は
、
Ｏ
社
が
同

国
で
行
っ
た
汚
職
疑
惑
に
関

す
る
同
国
検
察
庁
の
言
い
分

を
認
め
、
Ｏ
社
を
含
む
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
断
罪
し
た
後

に
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

検
察
が
訴
え
た
疑
惑
は
、

ロ
ッ
タ
・
ド
・
ス
ル
Ⅱ
と
呼

ば
れ
る
高
速
道
の
建
設
に

関
す
る
も
の
で
、
１
１
月

２
５
日
に
は
、
Ｏ
社
が
こ

の
契
約
に
関
連
し
て
支
払
っ

た
賄
賂
の
額
は
８
４
０
億

ペ
ソ
（
２
８
３
５
万
ド
ル
、

８
７
９
０
万
レ
ア
ル
）
に
至

り
、
当
初
予
測
さ
れ
て
い
た

額
の
約
４
倍
に
上
っ
た
事
も

公
表
さ
れ
て
い
た
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
こ
の
汚

職
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
企
業

５
社
と
外
国
企
業
が
絡
ん
で

お
り
、
上
議
４
人
と
元
上
議

１
人
が
賄
賂
を
受
け
取
っ
て

い
た
と
い
う
。
内
４
人
は
、

汚
職
と
職
権
濫
用
で
告
発
さ

れ
た
フ
ア
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
サ

ン
ト
ス
前
大
統
領
の
与
党
議

員
だ
。

　

こ
の
判
決
に
よ
り
、
同
高

速
道
の
建
設
と
運
営
を
担
当

し
て
い
た
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
企
業
体
）
の
銀
行
口
座
や

資
産
も
差
し
押
さ
え
ら
え
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
Ｏ
社

や
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
・
ラ
チ
ン

ヴ
ェ
ス
ト
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
社
、

Ｃ
Ｓ
Ｓ
コ
ン
ス
ト
ゥ
ル
ト
レ

ス
社
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
元
職
員
ら

も
資
金
洗
浄
罪
な
ど
に
問
わ

れ
た
。

　

Ｏ
社
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
内

で
行
っ
て
い
た
不
正
に
関
し

て
は
米
国
も
調
査
に
乗
り
出

し
て
お
り
、
Ｏ
社
が
賄
賂

や
選
挙
献
金
の
形
で
支
払
っ

た
金
は
１
１
０
０
万
ド
ル

（
３
４
０
０
万
レ
ア
ル
）
に

上
る
事
も
発
表
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｏ
社
は
南
米
や
ア
フ
リ

カ
の
１
０
カ
国
で
不
正
を

行
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
９

日
に
は
ペ
ル
ー
で
、
Ｏ
社

が
同
国
内
で
払
っ
た
賄
賂

に
関
す
る
資
料
を
提
出
し
、

１
億
８
１
０
０
万
ド
ル
の
罰

金
を
払
う
事
で
当
局
と
の
合

意
に
至
っ
た
事
が
発
表
さ
れ

た
。
同
国
で
の
事
業
受
注
と

引
き
換
え
に
払
わ
れ
た
賄
賂

は
、
約
８
億
ド
ル
と
見
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
ホ

ル
ヘ
・
グ
ラ
ス
元
副
大
統
領

も
Ｏ
社
か
ら
の
収
賄
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
同
社
絡

み
の
不
正
の
捜
査
や
摘
発
は

続
い
て
い
る
。

　

Ｏ
社
は
１
１
月
に
、
国
外

の
債
権
者
と
３
億
ド
ル
相
当

の
負
債
に
つ
い
て
交
渉
す
る

意
向
も
表
明
し
て
い
る
。

　

軍
事
政
権
下
の
１
９
７
１

年
に
死
亡
し
た
夫
を
、
行
方

不
明
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
長

年
に
わ
た
り
、
真
相
究
明
を

叫
ん
で
き
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
、
弁
護
士
の
エ
ウ
ニ
セ
・

パ
イ
ヴ
ァ
氏
（
８
９
）
が

１
３
日
に
死
去
し
た
。
１
４

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

エ
ウ
ニ
セ
氏
の
夫
で
聖
州

選
出
下
議
だ
っ
た
ル
ー
ベ
ン

ス
・
パ
イ
ヴ
ァ
氏
は
、
６
４

年
４
月
の
軍
政
成
立
直
後
に

罷
免
さ
れ
た
。

　

パ
イ
ヴ
ァ
一
家
は
そ
の

後
、
国
外
を
転
々
と
し
、

６
９
年
に
リ
オ
に
戻
っ
た

が
、
罷
免
処
分
の
政
治
家
関

係
者
の
国
外
逃
亡
を
手
伝
っ

た
こ
と
で
目
を
つ
け
ら
れ

た
。
１
９
７
１
年
１
月
２
０

日
、
空
軍
兵
士
が
同
氏
を
逮

捕
し
よ
う
と
し
て
リ
オ
の
自

宅
に
来
た
た
め
、
自
分
で
車

を
運
転
し
、サ
ン
ト
ス
・
ド
ゥ

モ
ン
空
港
内
の
空
軍
詰
め
所

に
赴
い
た
が
、
そ
れ
以
降
、

消
息
が
途
絶
え
た
。
実
際
は

秘
密
警
察
の
刑
務
所
に
連
れ

て
行
か
れ
、
そ
こ
で
拷
問
死

し
て
い
た
が
、
軍
は
そ
の
秘

密
を
隠
し
続
け
た
。

　

１
男
４
女
を
抱
え
て
未
亡

人
と
な
っ
た
エ
ウ
ニ
セ
氏
は

そ
れ
以
後
、
夫
の
死
の
真
相

を
求
め
続
け
た
。
そ
れ
は
軍

政
終
了
後
も
続
き
、
同
氏
は

「
軍
政
時
代
の
真
相
究
明
の

ヒ
ロ
イ
ン
」
と
し
て
語
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
に
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
症
を
患
っ
た
ヱ
ウ
ニ

セ
氏
は
、
以
後
、
公
の
場
に

姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
が
、

２
０
１
４
年
２
月
に
は
、
真

相
究
明
委
員
会
に
よ
り
ル
ー

ベ
ン
ス
氏
の
拷
問
死
が
確
認

さ
れ
た
。

　

エ
ウ
ニ
セ
氏
が
亡
く
な
っ

た
の
は
、
軍
に
よ
る
政
治
犯

の
取
締
り
や
拷
問
の
激
化
を

招
き
、
間
接
的
に
ル
ー
ベ
ン

ス
氏
ら
を
死
に
至
ら
せ
た
軍

政
令
第
５
号
（
Ａ
Ｉ
５
）
制

定
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
０
周
年

に
あ
た
る
１
３
日
だ
っ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月14日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9059  R$
買　3.9043  R$

円相場
売　0.0345  R$
買　0.0344  R$

75％「次期政権正しい道を歩んでいる」
　

こ
の
調
査
は
１
１
月
２
９

日
か
ら
１
２
月
２
日
ま
で
の

間
に
行
わ
れ
、
全
伯
１
２
７

の
市
の
住
民
２
千
人
が
回
答

し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領

と
政
権
移
行
チ
ー
ム
の
決
定

を
支
持
す
る
と
し
た
人
は

航
空
会
社
外
資
参
入
制
限
を
撤
廃

「
ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
問
題
は
無
関
係
」と

１
０
年
間
の
契
約
停
止
と
罰
金

Ｉｂｏｐｅ
調査

マリエーレ事件

殺
害
計
画
は
昨
年
か
ら
存
在

（２）２０１８年 第５１４４号 １２月 １５日 （土曜日）

暫 定 令

パ
イ
ヴ
ァ
夫
人
が
死
去

Ａ
Ｉ
５
の
５
０
周
年
の
日
に

軍政の真相究明尽力

国
内
外
か
ら
批
判

や
牽
制
の
声
も



　
日に

本ほ
ん

の
家か

族ぞ
く

や
教

き
ょ
う

育い
く

を
ま
と
も
な
姿す

が
たに
戻も

ど

そ
う
と
、
頑が

ん

張ば

っ

て
い
る
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

が
い
る
。
地じ

盤ば
ん

も
看か

ん

板ば
ん

も
な
い
、
族ぞ

く

議ぎ

員い
ん

で
も
な
い
。

　

山や
ま

谷た
に

さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
［
Ａ
］
に
は
、
政せ

い

策さ
く

と
し
て
以い

下か

の
３
項こ

う

目も
く

が
掲か

か

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

が
挙あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ご
く
一い

ち

部ぶ

の
み
例れ

い

示じ

す
る
と
：

　
【
家か

族ぞ
く

】
そ
れ
は
社し

ゃ

会か
い

の
基き

礎そ

単た
ん

位い

で
す
。

●
個こ

人じ
ん

単た
ん

位い

に
傾か

た
む
き
す
ぎ
る
家か

族ぞ
く

政せ
い

策さ
く

を
見み

直な
お

し
、
家か

族ぞ
く

が

支さ
さ

え
あ
う
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

制せ
い

度ど

を
実じ

つ

現げ
ん

し
ま
す
。

　
【
教

き
ょ
う

育い
く

】
そ
れ
は
子こ

供ど
も

た
ち
の
未み

来ら
い

で
す
。

●
行い

き
過す

ぎ
た
「
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

」
と
「
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

」
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
ま
す
。

　
【
国く

に

な
お
し
】
そ
れ
は
日に

本ほ
ん

が
大だ

い

好す

き
だ
か
ら
で
す
。

●
拉ら

致ち

議ぎ

連れ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
引ひ

き
続つ

づ

き
、
拉ら

致ち

問も
ん

題だ
い

の
解か

い

決け
つ

を
目め

指ざ

し
ま
す
。

　

山や
ま

谷た
に

さ
ん
は
長な

が

年ね
ん

、
拉ら

致ち

問も
ん

題だ
い

に
取と

り
組く

ん
で
き
た
の
で

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
拉ら

致ち

議ぎ

連れ
ん

の
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うに
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
。
そ
し
て
横よ

こ

田た

早さ

紀き

江え

さ
ん
た
ち
と
ア
メ
リ
カ
に
行い

っ

て
、
米べ

い

政せ
い

府ふ

に
拉ら

致ち

問も
ん

題だ
い

を
訴う

っ
た
え
た
り
と
、
小こ

泉い
ず
み

訪ほ
う

朝ち
ょ
う

以い

前ぜ
ん

か
ら
力ち

か
らを
尽つ

く
し
て
き
た
。

　

し
か
し
山や

ま

谷た
に

さ
ん
の
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

ら
し
い
主し

ゅ

張ち
ょ
うと
し
て
、

こ
こ
で
は
「
家か

族ぞ
く

」「
教

き
ょ
う

育い
く

」
に
関か

ん

す
る
考か

ん
が
え
方か

た

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
取と

り
あ
げ
た
い
。

　

山や
ま

谷た
に

さ
ん
は
昭

し
ょ
う

和わ

２
５
年ね

ん

生う

ま
れ
。
一い

ち

男な
ん

二に

女じ
ょ

の
母は

は

親お
や

で

あ
り
、
か
つ
発は

っ

行こ
う

部ぶ

数す
う

約や
く

９
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

部ぶ

、
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
主し

ゅ

婦ふ

向む

け
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

紙し

サ
ン
ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
新し

ん

聞ぶ
ん

の
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うを
つ
と
め
て

い
た
。
だ
か
ら
、
山や

ま

谷た
に

さ
ん
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うと
行こ

う

動ど
う

に
は
、
主し

ゅ

婦ふ

感か
ん

山や
ま

谷た
に

え
り
子こ

　

過か

激げ
き

な
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

と
の
戦た

た
か

い

２００４年
ねん

７月
がつ

８日
か

版
ばん

覚か
く

、
お
母か

あ

さ
ん
感か

ん

覚か
く

が
息い

き

づ
い
て
い
る
。
平へ

い

成せ
い

１
２
年ね

ん

に
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

に
初は

つ

当と
う

選せ
ん

。
朝あ

さ

、
五ご

時じ

に
起お

き
て
子こ

供ど
も

た
ち
の
お

弁べ
ん

当と
う

を
作つ

く

り
、
満ま

ん

員い
ん

電で
ん

車し
ゃ

を
乗の

り
継つ

い
で
、
だ
れ
よ
り
も
早は

や

く
出

し
ゅ
っ

勤き
ん

す
る
、
と
い
う
議ぎ

員い
ん

生せ
い

活か
つ

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

に
な
っ
て
最さ

い

初し
ょ

に
ぶ
つ
か
っ
た
の
が
、『
思し

春し
ゅ
ん

期き

の
た
め
の
ラ
ブ
＆
ボ
デ
ィ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
と
い
う
冊さ

っ

子し

。
と
ん
で

も
な
い
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

の
冊さ

っ

子し

が
百

ひ
ゃ
く

三さ
ん

十じ
ゅ
う

万ま
ん

部ぶ

も
印い

ん

刷さ
つ

さ
れ
て
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

三さ
ん

年ね
ん

生せ
い

全ぜ
ん

員い
ん

に
配く

ば

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、「
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

な
ら
セ
ッ
ク
ス
は
当あ

た
り
前ま

え

」
と
、

す
ご
く
軽か

る

い
調

ち
ょ
う

子し

で
書か

い
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中

ち
ゅ
う

絶ぜ
つ

に
ま

で
触ふ

れ
て
い
て
、
日に

本ほ
ん

の
お
医い

者し
ゃ

さ
ん
の
技ぎ

術じ
ゅ
つは
安あ

ん

心し
ん

だ
と
言い

う
の
で
す
。

　
次つ

ぎ

の
ペ
ー
ジ
は
ピ
ル
、
避ひ

妊に
ん

薬や
く

の
こ
と
。
世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

関か
ん

で

も
、「
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

は
絶ぜ

っ

対た
い

飲の

ん
で
は
い
け
な
い
」
と
言い

っ
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
れ
を
、「
世せ

界か
い

の
皆み

な

が
飲の

ん
で
い
る
。
女お

ん
なの
子こ

だ

け
で
避ひ

妊に
ん

で
き
る
の
が
最さ

い

大だ
い

の
メ
リ
ッ
ト
」「
失し

っ

敗ぱ
い

率り
つ

は
一い

ち

％
」

と
言い

っ
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
大た

い

変へ
ん

な
問も

ん

題だ
い

だ
と
思お

も

い
ま
し
た
。
神か

み

様さ
ま

か
ら
頂い

た
だい

た
き
れ
い
な
体か

ら
だと
魂

た
ま
し
いを
汚よ

ご

す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
。ま
し
て
や
女お

ん
なの
子こ

は
神し

ん

聖せ
い

な
母は

は

親お
や

に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
ん
な
も
の
を
飲の

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
私わ

た
しは
、
当と

う

時じ

の
文も

ん

部ぶ

科か

学が
く

大だ
い

臣じ
ん
・
遠と

お

山や
ま

敦あ
つ

子こ

さ
ん
に

「
こ
ん
な
本ほ

ん

を
全ぜ

ん

員い
ん

に
配く

ば
っ
て
い
い
の
で
す
か
」
と
申も

う

し
ま
し

た
。
そ
ん
な
質し

つ

問も
ん

を
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
回か

い

収し
ゅ
うす
る
よ
う
に
」

と
い
う
指し

示じ

が
出だ

さ
れ
ま
し
た
。

　
で
も
な
か
な
か
回か

い

収し
ゅ
うさ
れ
ま
せ
ん
。
実じ

つ

は
、
そ
の
冊さ

っ

子し

は

厚こ
う

生せ
い

労ろ
う

働ど
う

省し
ょ
うの
外が

い

郭か
く

団だ
ん

体た
い

が
ピ
ル
の
会か

い

社し
ゃ

か
ら
お
金か

ね

を
も
ら
っ

て
作つ

く
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
私わ

た
しは
七な

な

十じ
ゅ
う

八は
ち

人に
ん

の
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

で
「
健け

ん

全ぜ
ん

な
教

き
ょ
う

育い
く

を
考か

ん
が
え
る
会か

い

」
を
作つ

く
っ
て
、
と
に
か
く
回か

い

収し
ゅ
うし
て
ほ
し
い
と
激は

げ

し
く
戦た

た
かい
ま
し
た
。

　

教
き
ょ
う

育い
く

の
世せ

界か
い

で
は
、
一い

ち

部ぶ

の
過か

激げ
き

派は

教き
ょ
う

師し

や
「
革か

く

新し
ん

」
官か

ん

僚り
ょ
うが
、
国こ

く

民み
ん

の
目め

の
届と

ど

か
な
い
の
を
良よ

い
こ
と
に
、
と
ん
で
も

な
い
事こ

と

を
や
っ
て
い
る
場ば

合あ
い

が
あ
る
。
こ
う
い
う
問も

ん

題だ
い

に
真し

ん

剣け
ん

に
取と

り
組く

む
の
も
、
山や

ま

谷た
に

さ
ん
の
母は

は

親お
や

と
し
て
の
使し

命め
い

感か
ん

か
ら

で
あ
ろ
う
。

　

議ぎ

員い
ん

に
な
る
前ま

え

か
ら
山や

ま

谷た
に

氏し

は
、
母は

は

親お
や

と
し
て
「
行い

き
す

ぎ
た
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

」
と
戦

た
た
か
っ
て
き
た
。

　
十

じ
ゅ
う

年ね
ん

前ま
え

の
こ
と
で
す
が
、
私わ

た
しの
子こ

供ど
も

が
通か

よ
っ
て
い
た
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
コ
ン
ド
ー
ム
を
は
め
合あ

う
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
受う

け
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
時と

き

、
私わ

た
しは
先せ

ん

生せ
い

に
抗こ

う

議ぎ

し
ま
し
た
が
、
先せ

ん

生せ
い

は
、
は
っ
き

り
お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
町ま

ち

に
よ
っ
て
は
、
三さ

ん

校こ
う

に
一い

っ

校こ
う

は
そ
う

い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。・
・
・

　
そ
れ
で
、
教

き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

を
通つ

う

じ
て
石い

し

原は
ら

慎し
ん

太た

郎ろ
う

都と

知ち

事じ

に
調し

ら

べ
て
く
だ
さ
い
、
と
申も

う

し
上あ

げ
ま
し
た
。

　
去き

ょ

年ね
ん

六ろ
く

月が
つ

、
都と

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

が
、
あ
る
学が

っ

校こ
う

に
調

ち
ょ
う

査さ

に
行い

き

ま
し
た
。
議ぎ

員い
ん

さ
ん
が
、「
こ
こ
は
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
す
か
、
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
す
か
、
ア
ダ
ル
ト
シ
ョッ
プ
で
す
か
」
と
言い

う
く
ら
い
、
ひ

ど
か
っ
た
で
す
。都と

知ち

事じ

は
都と

議ぎ

会か
い

で
調

ち
ょ
う

査さ

報ほ
う

告こ
く

を
聞き

か
れ
て
、

「
あ
き
れ
果は

て
た
。
勘か

ん

違ち
が

い
し
て
い
る
先せ

ん

生せ
い

が
多お

お

す
ぎ
る
」
と

答と
う

弁べ
ん

な
さ
い
ま
し
た
。
等と

う

身し
ん

大だ
い

の
男だ

ん

女じ
ょ

の
人に

ん

形ぎ
ょ
う、
そ
の
他ほ

か

は

押お
う

収し
ゅ
う。
都と

庁ち
ょ
うで
展て

ん

示じ

さ
れ
ま
し
た
。

　

携け
い

帯た
い

電で
ん

話わ

で
「
出で

会あ

い
系け

い

サ
イ
ト
」
と
い
う
の
に
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
処し

ょ

女じ
ょ

買か

い
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
い

う
書か

き
込こ

み
が
あ
る
の
で
す
。
子こ

供ど
も

た
ち
は
こ
ん
な
に
ひ
ど
い

メ
ー
ル
を
や
り
取と

り
し
て
い
る
ん
で
す
。
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だを
商

し
ょ
う

品ひ
ん

に

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
子こ

供ど
も

た
ち
は
そ
の
こ
と
に
気き

が
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。・
・
・

　
こ
う
い
う
出で

会あ

い
系け

い

サ
イ
ト
の
こ
と
も
、
だ
れ
も
陳ち

ん

情じ
ょ
うに
来き

ま
せ
ん
か
ら
、
議ぎ

員い
ん

の
皆み

な

さ
ん
は
知し

り
ま
せ
ん
し
、
対た

い

応お
う

が

ぬ
る
い
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思お

も
っ
て
、
私わ

た
しは
警け

い

察さ
つ

か
ら
い

ろ
ん
な
被ひ

害が
い

の
実じ

つ

例れ
い

を
集あ

つ

め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
前ぜ

ん

年ね
ん

比ひ

九き
ゅ
う

倍ば
い

と
か
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

倍ば
い

と
か
、
少

し
ょ
う

女じ
ょ

の
被ひ

害が
い

が
ど
ん
ど
ん
増ふ

え
て

い
く
現げ

ん

状じ
ょ
うが
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
訴う

っ
たえ
て
い
る

う
ち
に
、
や
っ
と
議ぎ

員い
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
声こ

え

を
上あ

げ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

最さ
い

初し
ょ

、
野や

党と
う

は
「
そ
う
い
う
も
の
を
規き

制せ
い

す
る
の
は
、
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

の
自じ

由ゆ
う

に
反は

ん

す
る
。
個こ

人じ
ん

の
自じ

由ゆ
う

を
侵し

ん

害が
い

す
る
。
警け

い

察さ
つ

国こ
っ

家か

に
な
っ
た
ら
困こ

ま

る
」な
ど
と
言い

い
ま
し
た
。
与よ

党と
う

は
与よ

党と
う

で
、

通つ
う

信し
ん

関か
ん

連れ
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

と
の
絡か

ら

み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
実じ

つ

状じ
ょ
うを

知し

ら
な
い
の
か
、
反は

ん

応の
う

が
ぬ
る
い
。
そ
れ
を
説せ

っ

得と
く

し
て
い
く
こ

と
は
大た

い

変へ
ん

で
し
た
。
や
っ
と
こ
の
前ま

え

、「
出で

会あ

い
系け

い

サ
イ
ト
に

子こ

供ど
も

た
ち
が
書か

き
込こ

め
な
い
」
と
い
う
当あ

た
り
前ま

え

の
法ほ

う

律り
つ

が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
通と

お

す
の
に
、
三さ

ん

年ね
ん

半は
ん

、
私わ

た
し
は
走は

し

り
回ま

わ

り

ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
こ
と
は
、
お
母か

あ

さ
ん
で
な
い
と
気き

が
つ
き
ま
せ
ん
。

「
う
ち
の
子こ

は
、
ま
さ
か
出で

会あ

い
系け

い

サ
イ
ト
で
…
？
」
と
、
母は

は

親お
や

に
は
何な

ん

と
な
く
子こ

供ど
も

た
ち
の
風ふ

う

景け
い

が
見み

え
ま
す
。
私わ

た
し
も
Ｐ

Ｔ
Ａ
会か

い

長ち
ょ
うな
ど
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
う
ア
ン
テ

ナ
が
違ち

が

う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
ア
ン
テ
ナ
を
も
つ
人に

ん

間げ
ん

が
国こ

っ

会か
い

の
中な

か

で
は
案あ

ん

外が
い

少す
く

な
い
の
で
す
。

　

子こ

ど
も
は
次じ

世せ

代だ
い

の
国こ

く

民み
ん

で
あ
る
。
立り

っ

派ぱ

な
子こ

ど
も
を
育そ

だ

て
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
、
日に

本ほ
ん

の
将

し
ょ
う

来ら
い

は
か
か
っ
て
い
る
。
子こ

ど
も
が
健す

こ

や
か
に
育そ

だ

つ
環か

ん

境き
ょ
うを
守ま

も

る
た
め
に
も
、
母は

は

親お
や

と
し
て

の
ア
ン
テ
ナ
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。

　

教
き
ょ
う

育い
く

の
正せ

い

常じ
ょ
う

化か

と
並な

ら

ん
で
、「【
家か

族ぞ
く

】
そ
れ
は
社し

ゃ

会か
い

の
基き

礎そ

単た
ん

位い

で
す
」
と
し
て
、「
個こ

人じ
ん

単た
ん

位い

に
傾か

た
む
き
す
ぎ
る
家か

族ぞ
く

政せ
い

策さ
く

を
見み

直な
お

し
、
家か

族ぞ
く

が
支さ

さ

え
あ
う
育い

く

児じ

・
介か

い

護ご

制せ
い

度ど

を
実じ

つ

現げ
ん

し
ま
す
」
と
い
う
の
も
、
山や

ま

谷た
に

さ
ん
の
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

と
し
て

の
独ど

く

壇だ
ん

場じ
ょ
うだ
ろ
う
。

　
い
ろ
ん
な
国く

に

の
憲け

ん

法ぽ
う

に
は
、「
家か

族ぞ
く

は
保ほ

護ご

、
尊そ

ん

重ち
ょ
うさ
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
条

じ
ょ
う

項こ
う

が
あ
る
の
に
、
日に

本ほ
ん

の
憲け

ん

法ぽ
う

に
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
家か

庭て
い

教き
ょ
う

育い
く

を
大だ

い

事じ

に
す
る
」と
い
う
こ
と
が
、

憲け
ん

法ぽ
う

に
も
教

き
ょ
う

育い
く

基き

本ほ
ん

法ほ
う

に
も
き
ち
ん
と
入は

い
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　
昭

し
ょ
う

和わ

二に

十じ
ゅ
う

二に

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

は
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
深ふ

か

く
関か

か

わ
っ
て
「
教

き
ょ
う

育い
く

基き

本ほ
ん

法ほ
う

」
を
作つ

く

り
ま
し
た
。
そ
の
時と

き

、
何な

に

も

知し

ら
な
い
通つ

う

訳や
く

が
、「
日に

本ほ
ん

の
家か

庭て
い

と
い
う
の
は
家い

え

制せ
い

度ど

、
封ほ

う

建け
ん

主し
ゅ

義ぎ

で
す
」
と
言い

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
日に

本ほ
ん

の
家か

庭て
い

、

家か

族ぞ
く

は
悪わ

る

い
も
の
だ
と
思お

も
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
国く

に

よ
り

も
個こ

人じ
ん

、
家か

族ぞ
く

よ
り
も
個こ

人じ
ん

が
大だ

い

事じ

と
い
う
気き

持も

ち
で
憲け

ん

法ぽ
う

と
教

き
ょ
う

育い
く

基き

本ほ
ん

法ほ
う

、
民み

ん

法ぽ
う

が
作つ

く

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
家か

庭て
い

、
家か

族ぞ
く

は
悪わ

る

い
も
の
だ
」
と
い
う
思し

想そ
う

が
は
び
こ
り
、

そ
れ
に
基も

と

づ
い
た
法ほ

う

律り
つ

や
制せ

い

度ど

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
作つ

く

ら
れ
て
い
く
。

　　
「
子こ

ど
も
を
授さ

ず

か
る
」
と
い
う
事こ

と

は
家か

族ぞ
く

と
し
て
の
神し

ん

聖せ
い

な

出で

来き

事ご
と

で
あ
る
が
、
家か

族ぞ
く

を
否ひ

定て
い

し
、
個こ

人じ
ん

の
み
を
尊と

う
と
ぶ
視し

点て
ん

か
ら
見み

る
と
「
出

し
ゅ
っ

産さ
ん

と
は
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

」
で
あ
り
、
そ
れ

を
裏う

ら

返が
え

せ
ば
「
中

ち
ゅ
う

絶ぜ
つ

も
ま
た
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

で
あ
る
」
と
い
う

事こ
と

に
な
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１８年第５１４４号 	１２月	１５日	（土曜日）

　
「
女じ

ょ

性せ
い

の
性せ

い

と
生せ

い

殖し
ょ
くの
権け

ん

利り

」
と
い
う
項こ

う

目も
く

が
、
男だ

ん

女じ
ょ

共
き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

条じ
ょ
う

例れ
い

に
入は

い
っ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

者し
ゃ

を

し
て
い
た
頃こ

ろ

は
、
法ほ

う

律り
つ

の
一ひ

と
つ
の
言こ

と

葉ば

が
こ
ん
な
に
も
大お

お

き
い

意い

味み

を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
、
実じ

つ

は
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

に
な
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
。

「
女じ

ょ

性せ
い

の
性せ

い

と
生せ

い

殖し
ょ
くの
権け

ん

利り

」
が
条

じ
ょ
う

例れ
い

に
入は

い
っ
た
場ば

合あ
い

に
ど
う

な
る
か
。

　
今い

ま

、
国こ

っ

会か
い

で
は
、
議ぎ

員い
ん

さ
ん
た
ち
が
「
中

ち
ゅ
う

絶ぜ
つ

は
女じ

ょ

性せ
い

の
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

で
あ
る
」
と
い
う
法ほ

う

律り
つ

を
作つ

く

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日に

本ほ
ん

で
は
、
中

ち
ゅ
う

絶ぜ
つ

す
る
と
き
に
男お

と
この
人ひ

と

も
サ
イ
ン
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
女お

ん
なの
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

を
邪じ

ゃ

魔ま

す
る
な

と
ば
か
り
に
、
中

ち
ゅ
う

絶ぜ
つ

は
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

だ
と
言い

う
の
で
す
。
一い

ち

部ぶ

の
革か

く

新し
ん

自じ

治ち

体た
い

で
は
、
出

し
ゅ
っ

産さ
ん

一い
ち

時じ

金き
ん

を
前ま

え

倒だ
お

し
し
て
、
な
ん

と
中

ち
ゅ
う

絶ぜ
つ

に
払は

ら

い
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

胎た
い

児じ

の
命い

の
ち
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。
そ
れ
を
無む

視し

し
て
、

お
の
れ
の
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

な
ん
て
傲ご

う

慢ま
ん

で
す
。

　

家か

庭て
い

、
家か

族ぞ
く

と
い
う
視し

点て
ん

か
ら
見み

れ
ば
、
胎た

い

児じ

は
こ
れ
か

ら
生う

ま
れ
て
く
る
大た

い

切せ
つ

な
家か

族ぞ
く

の
一い

ち

員い
ん

で
あ
る
。
そ
う
い
う
見み

方か
た

が
、「
女じ

ょ

性せ
い

の
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

」
と
い
う
考か

ん
が
え
方か

た

か
ら
は
す
っ

ぽ
り
と
抜ぬ

け
落お

ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

個こ

人じ
ん

尊そ
ん

重ち
ょ
うの
視し

点て
ん

に
立た

て
ば
、
生う

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤あ

か

ん

坊ぼ
う

を
保ほ

育い
く

し
て
く
れ
る
所と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
母は

は

親お
や

は
育い

く

児じ

か
ら
さ

ら
に
「
解か

い

放ほ
う

」
さ
れ
、
自み

ず
か
ら
の
「
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

」
を
発は

っ

揮き

で

き
る
。

　

少
し
ょ
う

子し

化か

対た
い

策さ
く

と
し
て
、
今い

ま

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
保ほ

育い
く

所じ
ょ

の
増ぞ

う

設せ
つ

、
働は

た
ら
く
お
母か

あ

さ
ん
の
た
め
の
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

保ほ

育い
く

、
延え

ん

長ち
ょ
う

保ほ

育い
く

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
必ひ

つ

要よ
う

な

人ひ
と

も
い
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
家か

庭て
い

保ほ

育い
く

と
の
バ
ラ
ン
ス

が
大た

い

切せ
つ

で
す
。

　

夜よ
る

十じ
ゅ
う

時じ

ま
で
毎ま

い

日に
ち

、
延え

ん

長ち
ょ
う

保ほ

育い
く

が
必ひ

つ

要よ
う

な
女お

ん
な
の
人ひ

と

は
、

そ
れ
ほ
ど
多お

お

く
は
い
ま
せ
ん
。
八は

ち

時じ

頃ご
ろ

家い
え

に
帰か

え
っ
て
き
て
も
、

テ
レ
ビ
を
見み

な
が
ら
ビ
ー
ル
で
も
飲の

ん
で
、
十

じ
ゅ
う

時じ

に
な
っ
た
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
保ほ

育い
く

園え
ん

に
迎む

か

え
に
行い

く
。
そ
う
す
る
と
子こ

供ど
も

は
も

う
寝ね

て
い
る
わ
け
で
す
。
取し

ゅ

材ざ
い

で
そ
ん
な
母は

は

と
子こ

の
後う

し

ろ
姿す

が
たを

見み

な
が
ら
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
あ
、
と
思お

も

い
ま
し
た
。

　
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

の
保ほ

育い
く

に
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

の
場ば

合あ
い

、
一い

っ

カ
月げ

つ

、
子こ

供ど
も

一ひ
と

人り

あ
た
り
五ご

十じ
ゅ
う

五ご

、
六ろ

く

万ま
ん

円え
ん

ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
す
。
そ

の
大た

い

半は
ん

は
国く

に

と
地ち

方ほ
う

自じ

治ち

体た
い

の
負ふ

担た
ん

で
す
。
そ
れ
に
対た

い

し
て

誰だ
れ

も
何な

に

も
言い

わ
な
い
。「
保ほ

育い
く

園え
ん

に
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

を
増ふ

や
し
ま
し
ょ

う
。
女じ

ょ

性せ
い

の
社し

ゃ

会か
い

進し
ん

出し
ゅ
つが
大だ

い

事じ

で
す
」
と
い
う
よ
う
な
声こ

え

し

か
聞き

こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
私わ

た
しは
三さ

ん

人に
ん

の
子こ

供ど
も

を
授さ

ず

か
っ
て
、
一い

ち

年ね
ん

間か
ん

ず
つ
ゆ
っ
く
り
お
っ

ぱ
い
を
や
り
ま
し
た
。
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

お
っ
ぱ
い
に
し
が
み
つ
く
子こ

供ど
も

の
信し

ん

頼ら
い

す
る
顔か

お

を
見み

な
が
ら
、
不ふ

出で

来き

な
私わ

た
し
で
す
が
、
私

わ
た
し

も
母は

は

親お
や

と
し
て
育そ

だ

て
ら
れ
た
と
思お

も

い
ま
す
。

　
ゼ
ロ
歳さ

い

の
時じ

期き

、
そ
れ
は
、
赤あ

か

ち
ゃ
ん
が
お
母か

あ

さ
ん
へ
の
信し

ん

頼ら
い

と
生い

き
る
基き

礎そ

的て
き

な
信し

ん

頼ら
い

感か
ん

、
人じ

ん

生せ
い

に
対た

い

す
る
明あ

か

る
い
気き

持も

ち
を
作つ

く

る
、
と
て
も
大だ

い

事じ

な
時じ

期き

で
す
。

　
赤あ

か

ち
ゃ
ん
が
お
っ
ぱ
い
を
飲の

み
な
が
ら
、
母は

は

親お
や
へ
の
信し

ん

頼ら
い

感か
ん

を
育そ

だ

て
、
同ど

う

時じ

に
母は

は

親お
や

も
成せ

い

長ち
ょ
うす
る
、
こ
れ
が
「
家か

族ぞ
く

」
の

基き

盤ば
ん

で
あ
ろ
う
。「
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

よ
っ
て
、
こ
う
い
う
家か

族ぞ
く

の
あ
る
べ
き
姿す

が
たが
見み

失う
し
なわ
れ
、
そ
の

結け
っ

果か

、
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

一ひ
と

人り

あ
た
り
５
５
万ま

ん

円え
ん

も
か
け
て
、
家か

族ぞ
く

崩ほ
う

壊か
い

を
促そ

く

進し
ん

す
る
政せ

い

策さ
く

が
ま
か
り
通と

お

る
こ
と
に
な
る
。

　
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

保ほ

育い
く

に
か
け
る
お
金か

ね

は
、
家い

え

の
中な

か

で
し
っ
か
り
と

赤あ
か

ち
ゃ
ん
を
育そ

だ

て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
母か

あ

さ
ん
に
、
児じ

童ど
う

手て

当あ

て
と
し
て
何な

ん

倍ば
い

も
支し

給き
ゅ
うす
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　
な
る
ほ
ど
、働は

た
らか
な
い
と
生せ

い

計け
い

の
立た

ち
ゆ
か
な
い
母は

は

親お
や

に
は
、

月つ
き

１
０
万ま

ん

円え
ん

の
手て

当あ
て

を
払は

ら

う
か
ら
、
し
っ
か
り
育い

く

児じ

に
取と

り

組く

ん
で
く
だ
さ
い
、
と
い
う
政せ

い

策さ
く

を
す
れ
ば
、
一ひ

と

人り

の
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

保ほ

育い
く

に
か
か
る
５
５
万ま

ん

円え
ん

の
予よ

算さ
ん

で
、
５
．
５
組く

み

の
母は

は

親お
や

と
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

が
家か

族ぞ
く

と
し
て
の
幸こ

う

福ふ
く

を
追つ

い

求き
ゅ
うで
き
る
わ
け
で
あ

る
。

　
今い

ま

、
年ね

ん

金き
ん

制せ
い

度ど

と
か
介か

い

護ご

保ほ

険け
ん

の
見み

直な
お

し
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、「
家か

族ぞ
く

は
保ほ

護ご

尊そ
ん

重ち
ょ
うす
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
視し

点て
ん

が

な
け
れ
ば
、
恐お

そ

ろ
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
・
・
・

行い

き
す
ぎ
た
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

か
ら
子こ

供ど
も

た
ち
を
守ま

も

り
、  

                           

家か

庭て
い

を
守ま

も

る
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

　

最さ
い

近き
ん

の
脳の

う

科か

学が
く

が
発は

っ

見け
ん

し

た
男だ

ん

女じ
ょ

脳の
う

の
違ち

が

い
か
ら
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
を
見み

て
み
る
と
、、、

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
０
６
）　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｇ　

と　

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ　

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

夫ふ
う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

派は

の
事じ

実じ
つ

把は

握あ
く

と
論ろ

ん

理り

的て
き

思し

考こ
う

を
問と

う

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　

山や
ま

谷た
に

え
り
子こ

、「
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
―
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」

庭て
い

・
家か

族ぞ
く

、
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

育い
く

を
再さ

い

建け
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
い
う
成せ

い

果か

の
目め

立だ

た
な
い
分ぶ

ん

野や

に
取と

り
組く

ん
で
い
る
の
も
、

族ぞ
く

議ぎ

員い
ん

で
も
タ
レ
ン
ト
議ぎ

員い
ん

で
も
な
い
、
一い

っ

介か
い

の
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

と
し
て
の
使し

命め
い

感か
ん

で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
人ひ

と

に
国こ

く

民み
ん

の
良

り
ょ
う

識し
き

の
代だ

い

弁べ
ん

者し
ゃ

と
し
て
、
国こ

っ

会か
い

で
活か

つ

躍や
く

し
て
貰も

ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
７
７
）　
一い

っ

周し
ゅ
う

遅お
く

れ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

１
．
お
母か

あ

さ
ん
議ぎ

員い
ん

        「
山や

ま

谷た
に

え
り
子こ

」
の
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

７
．
ゼ
ロ
歳さ

い

児じ

保ほ

育い
く

の
問も

ん

題だ
い

２
．
過か

激げ
き

な
性せ

い

教き
ょ
う

育い
く

冊さ
っ

子し

と
戦た

た
か

う

４
．「
こ
う
い
う
こ
と
は
、

         

お
母か

あ

さ
ん
で
な
い
と

         

気き

が
つ
き
ま
せ
ん
。」

５
．
家か

庭て
い

・
家か

族ぞ
く

を
無む

視し

す
る   

       

憲け
ん

法ぽ
う

、教き
ょ
う

育い
く

基き

本ほ
ん

法ほ
う

、民み
ん

法ぽ
う

６
．「
中ち

ゅ
う

絶ぜ
つ

は
女じ

ょ

性せ
い

の

         
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

権け
ん

で
あ
る
」
!?

３
．「
こ
こ
は
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
す
か
、   

         

ア
ダ
ル
ト
シ
ョッ
プ
で
す
か
」

８
．「
家か

族ぞ
く

は
保ほ

護ご

尊そ
ん

重ち
ょ
う

          

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う

          

一い
ち

行ぎ
ょ
う

を
憲け

ん

法ぽ
う

に

　

介か
い

護ご

保ほ

険け
ん

は
も
ら
っ
た
ほ

う
が
得と

く

、
一い

ち

割わ
り

負ふ

担た
ん

だ
か
ら
、

一い
ち

時じ

間か
ん

百ひ
ゃ
く

何な
ん

円え
ん

払は
ら

え
ば
来き

て

も
ら
え
る
と
い
う
発は

っ

想そ
う

を
し

ま
す
。
そ
れ
で
軽か

る

い
介か

い

護ご

の

必ひ
つ

要よ
う

な
方か

た

た
ち
が
お
手て

伝つ
だ

い

さ
ん
代が

わ
り
に
使つ

か

う
ケ
ー
ス

が
、
残ざ

ん

念ね
ん

な
こ
と
に
す
ご
く

増ふ

え
て
い
る
ん
で
す
。

　
日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

律り
つ

で
は
、
親お

や

は

子こ

を
扶ふ

養よ
う

す
る
義ぎ

務む

が
あ
る

け
れ
ど
も
、
子こ

供ど
も

は
親お

や

を
扶ふ

養よ
う

す
る
義ぎ

務む

は
な
い
わ
け
で

す
。「
親お

や

を
養や

し
な
う
義ぎ

務む

」
の
一ひ

と

言こ
と

を
政せ

い

策さ
く

に
入い

れ
た
ら
、
年ね

ん

金き
ん

も
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
うの
議ぎ

論ろ
ん

も
、

も
っ
と
違ち

が
っ
て
く
る
。
制せ

い

度ど

を

見み

直な
お

し
て
も
、
家か

庭て
い

の
あ
り

よ
う
と
心こ

こ
ろ
が
変か

わ
ら
な
け
れ

ば
、
税ぜ

い

金き
ん

を
注そ

そ

ぎ
込こ

ん
で
も
、

焼や

け
石い

し

に
水み

ず

で
し
ょ
う
。

　

家か

族ぞ
く

の
基き

本ほ
ん

、「
家か

族ぞ
く

は

保ほ

護ご

尊そ
ん

重ち
ょ
うさ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
一い

ち

行ぎ
ょ
うを
憲け

ん

法ぽ
う

に

入い

れ
、
教

き
ょ
う

育い
く

基き

本ほ
ん

法ほ
う

に
は
、

「
家か

庭て
い

教き
ょ
う

育い
く

は
大た

い

切せ
つ

で
あ

る
」
と
入い

れ
て
、
そ
の
よ
う

に
教

き
ょ
う

育い
く

し
て
い
っ
た
ら
、
日に

本ほ
ん

は
変か

わ
る
と
思お

も

う
の
で
す
。

　

日に

本ほ
ん

を
変か

え
る
に
は
、
子こ

ど
も
を
健す

こ

や
か
に
育そ

だ

て
る
家か
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う
。「
堀ほ

り

井い

さ
ん
は
寡か

黙も
く

だ
か

ら
、
断だ

ん

片ぺ
ん

的て
き

な
こ
と
し
か
分わ

か
ら
な
い
。
聞き

い
た
話は

な
し

を
繋つ

な

ぎ
合あ

わ
せ
て
理り

解か
い

し
て
い
る
」

と
の
こ
と
。
堀ほ

り

井い

氏し

の
次じ

男な
ん

が
市し

長ち
ょ
うに
な
っ
た
の
を
ど
う

知し

っ
た
の
か
を
訊き

い
た
と
こ
ろ
、

「『
三さ

ん

男な
ん

を
最さ

い

近き
ん

見み

か
け
な
い

が
何ど

処こ

に
行い

っ
た
の
か
』
と
堀ほ

り

井い

さ
ん
に
訊き

い
た
ら
、『
次じ

男な
ん

が
忙い

そ
が

し
い
の
で
手て

伝つ
だ

い
に
行い

っ

　
「
カ
オ
リ
ン
王お

う

」
と
称し

ょ
うさ
れ
る
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

で
篤と

く

志し

家か

の
堀ほ

り

井い

文ふ
み

夫お

さ
ん
（
８
４
、
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

）
―
―
寡か

黙も
く

で
謙け

ん

虚き
ょ

な
人ひ

と

柄が
ら

で
知し

ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ゆ
え
地じ

元も
と

で
さ
え
等と

う

身し
ん

大だ
い

の
堀ほ

り

井い

さ
ん
を
詳く

わ

し
く
知し

る
も
の
は
少す

く

な
か
っ
た
。
だ
が
、伝で

ん

記き

『
カ

オ
リ
ン
王お

う　

堀ほ
り

井い

文ふ
み

夫お　

移い

民み
ん

８
０
年ね

ん

記き

念ね
ん

史し

～
八や

十そ

路じ

を
楽た

の

し
む
移い

民み
ん

８
０
年ね

ん

～
』（
日に

っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

２
０
９
頁ぺ

ー
じ、
大お

お

浦う
ら

玄げ
ん

編へ
ん

著ち
ょ

）
が
１
３
日に

ち

夜よ
る

、
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

で
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
、
同ど

う

氏し

の
〃
隠か

く

れ
た
素す

顔が
お

〃
が
つ
い
に

明あ
き

ら
か
と
な
っ
た
。
カ
オ
リ
ン
鉱こ

う

脈み
ゃ
くを
掘ほ

り
当あ

て
た
幸こ

う

運う
ん

以い

上じ
ょ
うに
、
忍に

ん

耐た
い

不ふ

抜ば
つ

の
精せ

い

神し
ん

で
事じ

業ぎ
ょ
うを
成せ

い

功こ
う

に
導み

ち
びい
て
き
た
こ

と
が
伺う

か
がわ
れ
る
著ち

ょ

作さ
く

と
い
え
そ
う
だ
。

て
い
る
』
と
の
こ
と
。
次じ

男な
ん

が

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
で
鉱こ

う

山ざ
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
し
て
い
る
こ
と
は
知し

っ
て

い
た
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

市し

長ち
ょ
うに
な
っ
た
こ
と
が
分わ

か
っ

た
」
と
か
。
謙け

ん

虚き
ょ

な
人ひ

と

柄が
ら

が

滲に
じ

み
出で

て
く
る
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

寡か

黙も
く

な
堀ほ

り

井い

さ
ん
に
ど
の

よ
う
に
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
の
か
を
編へ

ん

と
に
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

を
」
―
―

津つ

田だ

フ
ラ
ン
キ
同ど

う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

理り

事じ

長ち
ょ
うが
呼よ

び
か
け
る
と
、
地じ

元も
と

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

や
日に

っ

系け
い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

な
ど
約や

く

２
０
０
人に

ん

は

盛せ
い

大だ
い

な
拍は

く

手し
ゅ

を
送お

く
っ
た
。

　

堀ほ
り

井い

さ
ん
は
、
１
９
６
８

年ね
ん

に
カ
オ
リ
ン
採さ

い

掘く
つ

販は
ん

売ば
い

を

行お
こ
なう
「
堀ほ

り

井い

鉱こ
う

山ざ
ん

有ゆ
う

限げ
ん

会が
い

社し
ゃ

」
を
設せ

つ

立り
つ

。
そ
の
後ご

、
ゴ

ル
フ
場じ

ょ
う、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

経け
い

営え
い

と
事じ

業ぎ
ょ
うを
拡か

く

大だ
い

し
、
現げ

ん

在ざ
い

は
中

ち
ゅ
う

高こ
う

級き
ゅ
う

層そ
う

向む

け
分ぶ

ん

譲
じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

宅た
く

建け
ん

設せ
つ

を
進す

す

め
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

屈く
っ

指し

の
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

の
一ひ

と

人り

だ
。

　

篤と
く

志し

家か

の
一い

ち

面め
ん

を
持も

ち
、

モ
ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
うス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
建け

ん

設せ
つ

で
自み

ず
か
ら
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
と
っ
て
大お

お

型が
た

土ど

木ぼ
く

機き

械か
い

を
運う

ん

転て
ん

し
て
整せ

い

地ち

し
、
体た

い

育い
く

館か
ん

等な
ど

を
建け

ん

設せ
つ

寄き

贈ぞ
う

し
た
。
他ほ

か

に
も
、

モ
ジ
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

建け
ん

設せ
つ

寄き

進し
ん

な
ど

枚ま
い

挙き
ょ

に
暇い

と
ま
が
な
く
、
地じ

元も
と

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
〃
大だ

い

恩お
ん

人じ
ん

〃
と

言い

え
る
存そ

ん

在ざ
い

だ
。

　

津つ

田だ

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
モ
ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
と
っ
て
、
堀ほ

り

井い

氏し

は
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

以い

上じ
ょ
うに
友ゆ

う

人じ
ん

、
庇ひ

護ご

者し
ゃ

で
あ
り
偉い

大だ
い

な
助じ

ょ

言げ
ん

者し
ゃ

で
あ

る
」
と
話は

な

し
、「
自じ

身し
ん

が
し
た

こ
と
を
公

お
お
や
けに
す
る
の
を
良よ

し

と
し
な
い
が
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

最さ
い

大だ
い

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
一ひ

とつ
秋あ

き

祭ま
つ

り
を
開か

い

催さ
い

で
き
る
の
も
、
彼か

れ

の
お
陰か

げ

。

あ
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
か
ら
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。「
堀ほ

り

井い

氏し

が
礎

い
し
ず
えを
築き

ず

い
た
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
を
大だ

い

イ
ベ
ン
ト
会か

い

場じ
ょ
うに
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、
今こ

ん

後ご

も
続つ

づ

い
て
い
く
よ
う
約や

く

束そ
く

す
る
」
と

の
決け

つ

意い

を
語か

た

り
、
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

昔む
か
し
か
ら
の
友ゆ

う

人じ
ん

の
山や

ま

元も
と

治は
る

彦ひ
こ

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
うは
、「
普ふ

段だ
ん

か

ら
無む

口く
ち

で
、
謙け

ん

虚き
ょ

に
他た

人に
ん

の

話は
な
しに
耳み

み

を
傾か

た
む
け
る
人ひ

と

。
最さ

い

近き
ん

に
な
っ
て
次じ

男な
ん

・
和か

ず

人と

氏し

が
マ

ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州し

ゅ
う
ボ
ド
ケ
ー

マ
市し

長ち
ょ
うに
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知し

っ
た
。
普ふ

通つ
う

の
親お

や

な
ら
自じ

慢ま
ん

す
る
の
が
当と

う

然ぜ
ん

だ
が
、
堀ほ

り

井い

さ
ん
は
し
な
い
」
と
同ど

う

氏し

の
奥お

く

ゆ
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹し
ょ
う

介か
い

。

　
「
こ
の
本ほ

ん

は
決け

っ

し
て
成せ

い

功こ
う

物も
の

語が
た
りで
な
い
。
苦く

心し
ん

し
た
一ひ

と

人り

の

実じ
つ

業ぎ
ょ
う

家か

の
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
の

一ひ
と

言こ
と

を
綴つ

づ

り
合あ

わ
せ
、
一い

っ

冊さ
つ

　

聖せ
い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
うビ
ル
内な

い

の
Ｃ
Ｉ

Ａ
Ｔ
Ｅ
（
国こ

く

外が
い

就し
ゅ
う

労ろ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

援え
ん

護ご

セ
ン
タ
ー
）
で
訪ほ

う

日に
ち

就
し
ゅ
う

労ろ
う

を
希き

望ぼ
う

す
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
相そ

う

談だ
ん

を
受う

け
て
い
る
永な

が

井い

康や
す

之ゆ
き

専せ
ん

務む

理り

事じ

は
、
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

受う
け

入い

れ
制せ

い

度ど

に
つ
い
て
、「
そ

も
そ
も
の
制せ

い

度ど

設せ
っ

計け
い

が
ず
れ

て
い
る
」
と
一ひ

と

言こ
と

。

　
「
文ぶ

ん

化か

を
学ま

な

ぶ
た
め
な
ら

言げ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くや
５
年ね

ん

と
い
う
期き

間か
ん

も
必ひ

つ

要よ
う

な
い
し
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

後ご

の
就

し
ゅ
う

労ろ
う

見み

込こ

み
を
示し

め

さ
な
く

て
も
良よ

い
は
ず
。
働は

た
ら

く
た
め

な
ら
年ね

ん

齢れ
い

制せ
い

限げ
ん

や
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

不ふ

可か

と
い
う
規き

則そ
く

を
ど
う
に

か
す
る
べ
き
」
と
制せ

い

度ど

設せ
っ

計け
い

の
矛む

盾じ
ゅ
ん

点て
ん

を
突つ

い
た
。

　
「
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
理り

解か
い

関か
ん

心し
ん

を
深ふ

か

め
る
と
言い

い
な
が

ら
、
制せ

い

度ど

の
主し

ゅ

旨し

が
ク
リ
ア

に
な
っ
て
い
な
い
」
と
の
印い

ん

象し
ょ
うだ
と
い
う
。

　

同ど
う

制せ
い

度ど

施し

行こ
う

開か
い

始し

後ご

、
同ど

う

が
で
き
た
。
ど
ん
な
に
難む

ず
か
し

い
時じ

代だ
い

で
も
事じ

業ぎ
ょ
うや
一い

ち

族ぞ
く

を

成せ
い

功こ
う

や
繁は

ん

栄え
い

に
導み

ち
び
き
、
幸こ

う

福ふ
く

を
引ひ

き
寄よ

せ
た
証

し
ょ
う

明め
い

が
こ
の

本ほ
ん

に
あ
る
。
事じ

業ぎ
ょ
うを
志

こ
こ
ろ
ざす
若わ

か

者も
の

に
も
ぜ
ひ
読よ

ん
で
も
ら
い
、

堀ほ
り

井い

氏し

に
続つ

づ

く
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

が

出で

て
く
る
こ
と
を
期き

待た
い

す
る
」

と
語か

た
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

に

対た
い

し
、
雇こ

用よ
う

先さ
き

の
案あ

ん

内な
い

や
Ｎ

５
程て

い

度ど

の
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

獲か
く

得と
く

を
目も

く

的て
き

と
し
た
日に

本ほ
ん

語ご

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う、
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

受う
け

入い

れ
サ
ポ

ー
タ
ー
を
見み

つ
け
る
た
め
に

公こ
う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

「
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

」
へ
の
案あ

ん

内な
い

な
ど
を

行お
こ
な

っ
て
い
る
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

は
受う

け

入い

れ
サ
ポ
ー

タ
ー
を
探さ

が

す
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

と
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
橋は

し

渡わ
た

し
を
行お

こ

公
こう

演
えん

の様
よう

子
す

（撮
さつ

影
えい

・望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

）

　

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

の
小こ

桜ざ
く
ら

舞ま
い

子こ

さ

ん
は
先せ

ん

月げ
つ

２
５
日に

ち

、
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州

し
ゅ
う

都と

マ
ナ
ウ
ス
に
あ
る
ア

マ
ゾ
ナ
ス
劇げ

き

場じ
ょ
うで
公こ

う

演え
ん

「
小こ

桜ざ
く
ら

舞ま
い

子こ

ｉ
ｎ 

Ｂ
ｒ
ａ
ｚ
ｉ

ｌ
」
を
催も

よ
お

し
た
。
同ど

う

劇げ
き

場
じ
ょ
う

で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

が
公こ

う

演え
ん

し
た
の
は
初は

じ

め
て
。
会か

い

場じ
ょ
うに

は
７
０
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
り
、
熱ね

っ

狂き
ょ
うの
渦う

ず

に
包つ

つ

ま
れ
た
。
浜は

ま

プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ズ
＆
イ
ベ
ン
ツ

（
浜は

ま

田だ

タ
ツ
オ
社し

ゃ

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

。
ア
マ
ゾ
ン
・
サ
ッ
ト
提て

い

供き
ょ
う、
ホ

ン
ダ
、
ポ
ル
タ
ウ
・
ア
マ
ゾ
ニ

ア
後こ

う

援え
ん

。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
浜は

ま

田だ

社し
ゃ

長ち
ょ
う

と
知し

り
合あ

っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
小こ

桜ざ
く
ら

さ
ん
は

１
６
、１
７
年ね

ん

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
の
公こ

う

演え
ん

を
成せ

い

功こ
う

さ
せ
た
。

今こ
ん

回か
い

は
そ
の
公こ

う

演え
ん

に
来ら

い

場じ
ょ
うし

て
い
た
マ
ナ
ウ
ス
在ざ

い

住じ
ゅ
う

日に
っ

系け
い

人じ
ん

か
ら
の
強つ

よ

い
要よ

う

望ぼ
う

を
受う

け

て
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇げ

き

場じ
ょ
うで
の
公こ

う

演え
ん

が
決き

ま
っ
た
。

　

マ
ナ
ウ
ス
で
は
テ
レ
ビ
放ほ

う

送そ
う

を
通つ

う

じ
て
宣せ

ん

伝で
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
、

当と
う

日じ
つ

も
現げ

ん

地ち

の
テ
レ
ビ
局き

ょ
く

が

取し
ゅ

材ざ
い

す
る
な
ど
の
注

ち
ゅ
う

目も
く

ぶ
り
。

観か
ん

客き
ゃ
くの
う
ち
約や

く

４
割わ

り

が
伯は

く

人じ
ん

著ち
ょ

者し
ゃ

・
大お

お

浦う
ら

玄げ
ん

さ
ん
に
訊き

い

た
と
こ
ろ
、「
堀ほ

り

井い

氏し

に
つ
い

て
聞き

き
及お

よ

ん
で
い
る
こ
と
を

確か
く

認に
ん

す
る
形け

い

式し
き

で
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

事じ

実じ
つ

で
あ
れ
ば
『
う
ん
』
と

い
う
。
そ
れ
が
違ち

が

っ
て
い
れ

ば
訂て

い

正せ
い

し
、
さ
ら
に
説せ

つ

明め
い

し

て
く
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し

て
話は

な
し
を
聞き

く
こ
と
が
で
き
た
」

と
笑わ

ら

う
。
取し

ゅ

材ざ
い

で
見み

え
て
き

た
人じ

ん

物ぶ
つ

像ぞ
う

に
就つ

い
て
尋た

ず

ね
る

と
、「
奥お

く

さ
ん
と
手て

を
繋つ

な

ぐ
仲な

か

睦む
つ

ま
じ
い
写し

ゃ

真し
ん

が
沢た

く

山さ
ん

出で

て

き
た
。
も
の
凄す

ご

く
奥お

く

さ
ん
を

大だ
い

事じ

に
し
て
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

。
成せ

い

功こ
う

し
た
事じ

業ぎ
ょ
う

家か

は
家か

族ぞ
く

を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
が
多お

お

い
が
、
堀ほ

り

井い

氏し

は
全ま

っ
た
く
違ち

が

う
。

家か

族ぞ
く

を
大た

い

切せ
つ

に
し
な
が
ら
、

事じ

業ぎ
ょ
うで
成せ

い

功こ
う

し
て
い
る
」
と

話は
な

し
た
。

　
「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
偉い

大だ
い

な
る

実じ
つ

業ぎ
ょ
う

家か

で
あ
る
堀ほ

り

井い

氏し

が
移い

住じ
ゅ
う８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
こ

う
し
て
伝で

ん

記き

を
刊か

ん

行こ
う

し
た
こ

〃
隠か

く

れ
た
素す

顔が
お

〃
が
明あ

き

ら
か
に

刊か
ん

行こ
う

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
約や

く

２
０
０
人に

ん

な
っ
て
お
り
、
同ど

う

サ
イ
ト
内な

い

で
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
登と

う

録ろ
く

も
受う

け
付つ

け

て
い
る
。
１
１
月が

つ

中ち
ゅ
うに
法ほ

う

務む

省し
ょ
うサ
イ
ト
で
そ
の
説せ

つ

明め
い

が
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。

　

同ど
う

制せ
い

度ど

の
難な

ん

点て
ん

と
さ
れ
た

サ
ポ
ー
タ
ー
が
見み

つ
け
や
す

く
な
っ
た
も
の
の
、
永な

が

井い

さ

ん
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
数す

う

は
多お

お

く
な
い
と
考か

ん
が

え
て
い
る
。
ま

た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
見み

つ
け

て
も
Ｎ
４
程て

い

度ど

の
日に

ち

語ご

能の
う

力
り
ょ
く

で
躓つ

ま
づ

く
人ひ

と

が
多お

お

く
、
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

不ふ

可か

の
点て

ん

で
諦あ

き
ら

め
る
人ひ

と

も

い
る
の
で
は
。
制せ

い

度ど

を
利り

用よ
う

す
る
の
は
来ら

い

年ね
ん

７
月が

つ

ま
で
で

１
０
０
人に

ん

程て
い

度ど

と
予よ

測そ
く

し
て

い
る
」
と
語か

た

っ
た
。

　

訪ほ
う

日に
ち

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

が
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
測は

か

る
の
に
使つ

か

う
こ
と
が

多お
お

い
Ｊ
―
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
に
お
い

て
、
全ぜ

ん

４
回か

い

の
受じ

ゅ

験け
ん

者し
ゃ

数す
う

は

１
０
０
人に

ん

程て
い

度ど

。
そ
の
中な

か

で

も
Ｎ
４
程て

い

度ど

の
レ
ベ
ル
に
達た

っ

す
る
人ひ

と

は
少す

く

な
い
と
予よ

想そ
う

し

て
い
る
。

　

ま
た
永な

が

井い

さ
ん
は
、
制せ

い

度ど

設せ
っ

計け
い

者し
ゃ

側が
わ

の
思お

も

惑わ
く

に
つ
い
て

「
過か

去こ

の
デ
カ
セ
ギ
問も

ん

題だ
い

再さ
い

発は
つ

を
避さ

け
る
た
め
、
バ
ラ
バ

ラ
の
意い

見け
ん

が
混ま

ざ
っ
て
し
ま

っ
た
結け

っ

果か

で
は
。
日に

本ほ
ん

で
働

は
た
ら

い
た
元も

と

デ
カ
セ
ギ
が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
持も

ち
込こ

ん
だ
例れ

い

は
あ
る

が
、
労ろ

う

働ど
う

を
目も

く

的て
き

に
し
た
結け

っ

果か

、
文ぶ

ん

化か

を
持も

ち
帰か

え

っ
た
も

の
。
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

制せ
い

度ど

で
は
は

そ
の
点て

ん

が
入い

り
混ま

じ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
」
と
語か

た

っ
た
。

　

同ど
う

制せ
い

度ど

で
は
滞た

い

在ざ
い

期き

間か
ん

延え
ん

長ち
ょ
うの
た
め
に
茶さ

道ど
う

や
剣け

ん

道ど
う

な

ど
の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
学ま

な

ぶ
こ
と

が
必ひ

つ

要よ
う

と
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、「
例た

と

え
ば
生せ

い

計け
い

維い

持じ

の

た
め
に
８
時じ

間か
ん

工こ
う

場じ
ょ
うで
労ろ

う

働ど
う

し
た
と
し
て
、
そ
の
後ご

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
学ま

な

ぶ
こ
と
は
本ほ

ん

当と
う

に
可か

能の
う

で
し
ょ
う
か
」
と
疑ぎ

問も
ん

を
投な

げ
か
け
た
。

『カオリン王
おう

 堀
ほり

井
い

文
ふみ

夫
お

』出
しゅっ

版
ぱん

（７） ２０１８年第５１４４号 	１２月	１５日	（土曜日）

日に

本ほ
ん

人じ
ん

初は
つ

、
聴ち

ょ
う

衆し
ゅ
う

の
心こ

こ
ろ

を
鷲わ

し

掴づ
か

み

ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇げ

き

場じ
ょ
う

で
単た

ん

独ど
く

公こ
う

演え
ん

！

小
こ

桜
ざくら

舞
まい

子
こ

中
ちゅう

央
おう

ネクタイ姿
すがた

が堀
ほり

井
い

さん。モジ文
ぶん

協
きょう

で刊
かん

行
こう

を祝
いわ

った

ブラジルの旅
りょ

券
けん

(Foto: Pedro Franca/Agencia Senado)

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ

ス
で
20
、
21
日に

ち

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

110
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

　
「
カ
オ
リ
ン
王お

う

」
堀ほ

り

井い

文ふ
み

夫お

さ
ん
の
事じ

業ぎ
ょ
うが
軌き

道ど
う

に
乗の

る
以い

前ぜ
ん

か
ら
、
４
０
年ね

ん

来ら
い

の

付つ
き

合あ

い
と
い
う
山や

ま

元も
と

治は
る

彦ひ
こ

モ

ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
う。
堀ほ

り

井い

さ

ん
の
人じ

ん

物ぶ
つ

像ぞ
う

に
就つ

い
て
訊き

く
と

「
昔む

か
し

か
ら
終

し
ゅ
う

始し

一い
っ

貫か
ん

し
て
並な

み

外は
ず

れ
た
働は

た
ら

き
手て

だ
っ
た
」
と
い

で
、
会か

い

場じ
ょ
うに
は
約や

く

７
０
０
人に

ん

が
駆か

け
つ
け
、
ほ
ぼ
満ま

ん

員い
ん

と

な
っ
た
。

　

浜は
ま

田だ

タ
ツ
オ
社し

ゃ

長ち
ょ
うは
「
劇げ

き

場じ
ょ
う
の
オ
ペ
ラ
の
舞ぶ

台た
い

に
立た

っ

た
小こ

桜ざ
く
らさ
ん
は
大た

い

変へ
ん

感か
ん

激げ
き

し

て
、
そ
の
頬ほ

お

に
涙な

み
だ

が
伝つ

た

っ
て
い

た
」
と
話は

な

す
。
同ど

う

劇げ
き

場じ
ょ
うは
か

つ
て
の
ゴ
ム
景け

い

気き

の
栄え

い

華が

を

誇ほ
こ

る
豪ご

う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
時じ

代だ
い

の
名な

残ご
り

だ
。
公こ

う

演え
ん

で
は
、
懐な

つ

か
し

の
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
くや
自じ

身し
ん

の
曲き

ょ
く

な
ど

を
歌う

た

い
上あ

げ
、
観か

ん

衆し
ゅ
うの
心こ

こ
ろ

を

掴つ
か

み
、
今こ

ん

月げ
つ

１
２
日に

ち

に
発は

つ

売ば
い

さ
れ
た
新し

ん

曲き
ょ
く「
他た

人に
ん

傘か
さ

」
も

先さ
き

駆が

け
て
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。

　

公こ
う

演え
ん

を
終お

え
て
、
浜は

ま

田だ

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
マ
ナ
ウ
ス
で
も
観か

ん

客き
ゃ
くの

皆み
な

さ
ん
に
大た

い

変へ
ん

喜よ
ろ
こん
で
も
ら

え
た
。
小こ

桜ざ
く
らさ
ん
は
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

で

と
て
も
優や

さ

し
い
心こ

こ
ろ

を
持も

っ
て
い

る
方か

た

」
と
そ
の
人ひ

と

柄が
ら

に
触ふ

れ

て
、「
だ
か
ら
、
公こ

う

演え
ん

に
来き

た

人ひ
と

は
皆み

な

彼か
の

女じ
ょ

を
好す

き
に
な
る
」

と
話は

な

す
。
当と

う

地ち

で
も
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと

フ
ァ
ン
を
増ふ

や
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

来ら
い

年ね
ん

の
公こ

う

演え
ん

予よ

定て
い

は
未み

定て
い

　

堀ほ
り

井い

さ
ん
は
「
何な

に

か
一ひ

とつ
を

始は
じ

め
る
と
、
そ
れ
に
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
以も

っ
て
取と

り

組く

ん
で
き
た
。

諦あ
き
らめ
る
の
が
嫌き

ら

い
な
性

し
ょ
う

分ぶ
ん

で
、

何な
に

か
を
成な

し
遂と

げ
た
い
と
思お

も

え
ば
最さ

い

後ご

ま
で
貫か

ん

徹て
つ

し
た
」

と
半は

ん

生せ
い

を
振ふ

り

返か
え

り
、「
私わ

た
しを
ブ

ラ
ジ
ル
に
連つ

れ
て
き
て
く
れ

た
両

り
ょ
う

親し
ん

や
先せ

ん

祖ぞ

に
い
つ
も
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
」
と
矍か

く

鑠し
ゃ
くと
語か

た
っ

た
。

　

最さ
い

後ご

に
、
半は

ん

世せ
い

紀き

来ら
い

の
友ゆ

う

人じ
ん

と
い
う
森も

り

昇の
ぼ
る

氏し

が
乾か

ん

杯ぱ
い

の

音お
ん

頭ど

を
取と

り
、
祝

し
ゅ
く

宴え
ん

に
。
堀ほ

り

井い

氏し

は
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

に

謝し
ゃ

意い

を
述の

べ
、
サ
イ
ン
本ぼ

ん

を

手て

渡わ
た

し
て
い
た
。

　

永な
が

井い

さ
ん
は
同ど

う

制せ
い

度ど

の
利り

用よ
う

を
希き

望ぼ
う

す
る
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

に

つ
い
て
「
日に

本ほ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うを
望の

ぞ

む
人ひ

と

」「
就

し
ゅ
う

労ろ
う

を
望の

ぞ

ん
で
い
る

人ひ
と

」
が
い
る
と
説せ

つ

明め
い

し
、「
さ

ら
に
四よ

ん

世せ
い

と
も
な
れ
ば
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
考か

ん
が

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

す
で
に
日に

本ほ
ん

で
過す

ご
し
た
人ひ

と

も
い
る
。
そ
の
上う

え

で
『
戻も

ど

り

た
い
』
と
希き

望ぼ
う

し
て
い
る
人ひ

と

に
、
５
年ね

ん

間か
ん

と
い
う
期き

間か
ん

を

設も
う

け
る
こ
と
や
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

不ふ

可か

と
い
う
の
は
か
わ
い
そ
う

な
こ
と
。
早は

や

い
段だ

ん

階か
い

で
制せ

い

度ど

改か
い

定て
い

を
す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
の

で
は
」
と
訴う

っ
た

え
た
。

　

当と
う

初し
ょ

の
目も

く

標ひ
ょ
うど
お
り
来ら

い

年ね
ん

３
月が

つ

末ま
つ

ま
で
に
４
千せ

ん

人に
ん

を
目め

指ざ

す
の
で
あ
れ
ば
、「
早は

や

い

段だ
ん

階か
い

で
の
制せ

い

度ど

改か
い

定て
い

」
は
必ひ

っ

須す

の
よ
う
だ
。

（
終お

わ
り
、
國こ

く

分ぶ

雪ゆ

月づ
き

記き

者し
ゃ

）

　

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

表ひ
ょ
う

現げ
ん

や

日に

本ほ
ん

語ご

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
変へ

ん

容よ
う

と
進し

ん

化か

を
経け

い

験け
ん

し
て
き
た

事こ
と

、
ブ
ラ
ジ
ル
―
日に

本ほ
ん

間か
ん

の

人ひ
と

の
移い

動ど
う

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

へ
の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

な
ど
幅は

ば

広ひ
ろ

い
テ
ー

マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
討と

う

論ろ
ん

会か
い

）
を
予よ

定て
い

し

て
い
る
。

　

２
０
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
ら

本も
と

山や
ま

省し
ょ
う

三ぞ
う

氏し

の
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

、

１
０
時じ

か
ら
討と

う

論ろ
ん

会か
い

「
言げ

ん

語ご

接せ
っ

触し
ょ
く」、１
２
時じ

半は
ん

か
ら
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
カ
エ
ル
」
本ほ

ん

刊か
ん

行こ
う

記き

念ね
ん

会か
い

、
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

か
ら
討と

う

論ろ
ん

会か
い

「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

移い

住
じ
ゅ
う

（
デ
カ
セ
ギ
）」、
午ご

後ご

４
時じ

か
ら
「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
言げ

ん

語ご

と

教き
ょ
う

育い
く

（
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

）」
の

予よ

定て
い

。

　

２
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら

「
移い

住じ
ゅ
う

体た
い

験け
ん

」、
１
０
時じ

半は
ん

か

ら
「
コ
ロ
ニ
ア
語ご

」、
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
「
映え

い

画が

の
中な

か

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

」。
基き

本ほ
ん

的て
き

に
ポ
語ご

だ

が
、「
コ
ロ
ニ
ア
語ご

」
な
ど

は
日に

本ほ
ん

語ご

発は
っ

表ぴ
ょ
う。

　

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

サ
ン
パ
ウ

ロ
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
と
サ

ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

は
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

」
と
題だ

い

し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
２
０
日か

（
木も

く

）、

２
１
日に

ち

（
金き

ん

）
に
聖せ

い

市し

の

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（A

v. 
P

au
lista 52

）
の
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

だ
が
、
マ
リ
ン
ガ
ー
や
ア
ラ
サ

ツ
ー
バ
で
も
公こ

う

演え
ん

開か
い

催さ
い

を
検

け
ん
と

討う

す
る
話は

な
し

も
持も

ち
上あ

が
っ
て
い

る
。
浜は

ま

田だ

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
今こ

ん

後ご

も

ず
っ
と
応お

う

援え
ん

し
て
い
き
た
い
」

と
見み

通と
お

し
た
。

　

な
お
、
小こ

桜ざ
く
らさ
ん
は
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

近ち
か

く
滞た

い

在ざ
い

し
、
ホ
ン
ダ
社し

ゃ

二に

輪り
ん

工こ
う

場じ
ょ
うを
訪ほ

う

問も
ん

し
た
ほ
か
、

関せ
き

口ぐ
ち

ひ
ろ
み
在ざ

い

マ
ナ
ウ
ス
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

と
会か

い

食し
ょ
く。
ア
マ
ゾ
ン
川が

わ

の
合ご

う

流り
ゅ
う

地ち

点て
ん

や
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

居き
ょ

住じ
ゅ
う

区く

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
な
ど
大だ

い

自し

然ぜ
ん

を
満ま

ん

喫き
つ

し
た
。

目も
く

標ひ
ょ
う

４
千せ

ん

人に
ん

な
の
に
、
ま
だ
数す

う

人に
ん

…

大だ
い

失し
っ

敗ぱ
い

?!  

四よ
ん

世せ
い

受う
け

入い

れ
制せ

い

度ど

（下
げ

）

「
制せ

い

度ど

設せ
っ

計け
い

の
早そ

う

期き

見み

直な
お

し
を
」



Governo central do Japão 
inicia obras de aterramento 
para transferência de base 
americana em Okinawa
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Base militar (04/12/2018)

O governo central do Ja-
pão está levando adiante um 
controverso plano de trans-
ferir uma base militar ame-
ricana para um local den-
tro da mesma província de 
Okinawa, no sul do país. Na 
sexta-feira, tiveram início 
obras de aterramento, em 
plena escala, apesar da forte 
oposição local.
Terra e areia começaram a 
ser despejadas na área cos-
teira de Henoko para que a 

base possa ser transferida ao 
local. O aterramento tinha 
sido suspenso devido a ba-
talhas judiciais entre os go-
vernos central e local.
A Base Aérea de Futenma 
dos Fuzileiros Navais dos 
Estados Unidos se loca-
liza, atualmente, em uma 
área densamente povoada e 
oferece perigo à população 
devido a um grande tráfego 
aéreo de aeronaves militares 
americanas. Tanto Tóquio 

quanto Washington mantêm 
a posição de que a planejada 
transferência constitui a úni-
ca solução.
O secretário-chefe do ga-
binete japonês, Yoshihide 
Suga, disse que, com o agra-
vamento do ambiente de 
segurança envolvendo o Ja-
pão, quer manter a dissuasão 
sob a aliança nipo-america-
na. Acrescentou que, tendo 
em mente a necessidade de 
eliminar os riscos impos-

Um grupo de membros do 
parlamento japonês está pe-
dindo ao presidente Moon 
Jae-in, da Coreia do Sul, que 
lide de maneira adequada 
com as recentes decisões ju-
diciais sobre trabalhos feitos 
durante a guerra, tomadas 
pelo Supremo Tribunal da 
Coreia do Sul. O grupo ale-

Um painel do governo ja-
ponês afirmou que o período 
de crescimento do país ini-
ciado em dezembro de 2012 
se tornou, agora, o segundo 
maior do pós-guerra. No 
entanto, esse veredito chega 
no momento em que o Japão 
passa por um crescimento 
salarial moroso e uma escas-

O Acordo de Parceria Eco-
nômica entre a União Euro-
peia e o Japão deve entrar 
em vigor no dia 1º de feve-
reiro de 2019.
Na quarta-feira, o Parla-
mento Europeu aprovou o 
acordo por maioria de votos, 
em Estrasburgo, na França, 
sobrepondo-se à oposição 
manifestada por alguns le-

tos pela base de Futenma, a 
transferência para Henoko é 
a única opção viável.
A decisão do governo cen-
tral do Japão provocou uma 
forte reação do governador 
de Okinawa, Denny Tamaki. 
Ele foi eleito em setembro e 
quer que a base seja transfe-
rida totalmente para fora da 
província, como o governa-
dor anterior.

Coreia do Sul (14/12/2018)

Economia (13/12/2018)

EPA (13/12/2018)

Legisladores japoneses e presidente da Coreia 
do Sul discutem decisões judiciais

Painel do governo japonês diz que período de crescimento 
do país iniciado em 2012 é o segundo maior do pós-guerra

Parlamento Europeu aprova Acordo de Parceria Econômica 
com Japão

ga que as decisões vão con-
tra um acordo firmado pelos 
dois países.
Fukushiro Nukaga, ex-mi-
nistro das Finanças do Japão 
e líder do grupo de parla-
mentares japoneses que es-
tão promovendo o diálogo 
com a Coreia do Sul, encon-
trou-se com Moon na manhã 

sez de mão de obra crônica.
O Escritório do Gabinete 
mantém um grupo de aca-
dêmicos e outros especia-
listas que realizam análises 
oficiais sobre o estado da 
economia. Os membros se 
reuniram na quinta-feira.
Segundo os especialis-
tas, a recuperação superou 

gisladores de que ele pode 
ameaçar empresas de menor 
porte dentro do bloco.
O acordo vai abolir tarifas 
sobre mais de 90% das im-
portações tanto do Japão 
como da União Europeia. 
Também busca a liberaliza-
ção em uma ampla gama de 
setores, incluindo investi-
mentos e serviços.

de sexta-feira em Seul.
Nukaga mencionou a série 
de decisões judiciais obri-
gando firmas japoneses a 
pagarem indenizações a 
sul-coreanos que fizeram 
trabalhos durante a guerra. 
Segundo o ex-ministro ja-
ponês, tais decisões violam 
o acordo bilateral de 1965, 

uma era de crescimento 
explosivo que costuma ser 
mencionada como o boom 
econômico “Izanagi”. Esse 
período durou de novembro 
de 1965 a julho de 1970.
Caso a recuperação não ter-
mine neste mês, ela empa-
tará com o período de cres-
cimento mais longo desde 

O governo do Japão prepa-
ra linhas gerais das medidas 
a adotar em um novo siste-
ma pelo qual mais estran-
geiros terão permissão de 
trabalhar no país.
A lei de imigração modi-
ficada, que entra em vigor 
em abril, vai permitir o in-
gresso de mais trabalhado-
res estrangeiros no Japão. O 
governo pretende divulgar 
todos os detalhes do funcio-

namento do novo programa 
até o fim do ano.
O sistema abrange 14 seto-
res de atividade econômica, 
inclusive de cuidados assis-
tenciais e da construção ci-
vil. Conforme o plano reve-
lado no período legislativo 
extraordinário do Parlamen-
to japonês encerrado segun-
da-feira, o governo autoriza-
rá o ingresso de até 345 mil 
trabalhadores no período de 

cinco anos a contar de abril. 
Um limite máximo será es-
tabelecido para cada setor.
Um novo exame de profi-
ciência em língua japonesa 
será aplicado a candidatos 
de cada setor. Serão isentos 
da avaliação candidatos com 
conhecimentos do idioma, 
em nível básico ou superior, 
já reconhecidos pelo exame 
atual.
Também está em estudo pe-

Japão prepara detalhes do programa 
que trará mais estrangeiros ao país

Trabalhadores estrangeiros  (13/12/2018)

las autoridades a criação de 
um exame de domínio de 
termos técnicos por estran-
geiros que se candidatem à 
função de cuidador em es-
tabelecimentos assistenciais 
ou domicílios.
Em princípio, serão empre-
sas particulares que vão em-
pregar diretamente os candi-
datos selecionados.

O aclamado longa-metra-
gem de animação “Nausicaä 
do Vale do Vento”, do dire-
tor Hayao Miyazaki, será 
transformado em uma peça 
de kabuki, o tradicional tea-
tro japonês.
Miyazaki iniciou “Nausi-
caä” como uma série de 
mangá em 1982, e dirigiu 
sua versão em animê dois 
anos depois.
O plano foi anunciado pela 
empresa de entretenimento 

Um grupo de pesquisado-
res afirma que até 60% das 
praias arenosas no Japão po-
dem desaparecer até o final 
do século.
Acadêmicos do Instituto 
Nacional de Estudos Am-
bientais do Japão e de 27 
outras entidades analisaram 
dados relevantes de um re-
latório publicado em 2014 
por um painel da ONU so-
bre mudanças climáticas e 
outras fontes.
O grupo estima que, caso a 
temperatura média global 
aumente cerca de 4 graus 
centígrados, o nível do mar 
ao longo das costas do ar-
quipélago japonês pode ser 
elevado em até 60 centíme-
tros até o final do século 21. 
Isto significa que 74 dentre 
as 77 áreas costeiras no Ja-
pão podem ter a dimensão 
de suas praias de areia re-

Cultura (13/12/2018)

Aquecimento global (13/12/2018)

Animê “Nausicaä do Vale do 
Vento” será transformado 
em peça de kabuki

Mais de metade das praias 
arenosas do Japão corre 
risco de desaparecer

Shochiku. Segundo ela, 
esta será a primeira peça 
de kabuki a ser adaptada 
a partir da obra do diretor 
japonês.
A Shochiku afirmou que 
a peça será encenada no 
teatro Shinbashi Enbujo, 
em Tóquio, em dezem-
bro do próximo ano, e 
que o popular ator de 
kabuki Onoe Kikuno-
suke interpretará a prota-
gonista Nausicaä.

duzida pelo menos à me-
tade. Os pesquisadores 
declararam ainda que as 
faixas de areia podem vir 
a desaparecer por com-
pleto em 46 das 77 áreas 
costeiras.
De acordo com o minis-
tério dos Transportes, 
Infraestrutura e Turismo, 
a redução ou desapareci-
mento de praias arenosas 
já ocorreu por todo o país 
devido ao desenvolvi-
mento industrial e urba-
no, além de altas ondas 
causadas por tufões.
Especialistas afirmam 
que as autoridades deve-
riam promover medidas 
que lidem com a ques-
tão, levando em conta o 
importante papel desem-
penhado pelas praias de 
areia no turismo, redução 
de desastres e manuten-
ção dos ecossistemas.

o que não pode ser tolerado.
Moon disse que as decisões 
judiciais devem ser cumpri-
das, mas que seu governo 
está agora debatendo manei-
ras de lidar com a situação 
sob o ponto de vista de man-
ter laços bilaterais positivos 
e voltados para o futuro.

a Segunda Guerra Mundial, 
que teve duração de feve-
reiro de 2002 a fevereiro de 
2008.
Muitos analistas dizem que 
recentes melhoras na situ-
ação do emprego e do ren-
dimento significam que a 
economia deve quebrar o 
recorde no próximo mês.

O acordo cobre cerca de 
30% do Produto Interno 
Bruto (PIB) global e 40% do 
valor do comércio interna-
cional, além de criar a maior 
zona de livre-comércio do 
mundo.
A comissária de Comércio 
da União Europeia, Cecilia 
Malmstrom, que negociou o 
acordo, afirmou que unir-se 

ao Japão vai elevar o âmbito 
do multilateralismo, envian-
do uma mensagem contun-
dente para o mundo.
Agora, o acordo históri-
co será encaminhado até 
ministros relevantes dos 
países-membros da União 
Europeia para que seja en-
dossado formalmente em 20 
de dezembro.
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